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東
ト
ڠ
が
総
຿
ҕ
һ
ձ
を
開
࠵

東
ト
ڠ
が
税
੍
金
༥
ҕ
һ
ձ
を
開
࠵

東
ト
ڠ
が
運
༌
安
全
ҕ
һ
ձ
を
開
࠵

東
ト
ڠ
が
環
境
ҕ
һ
ձ
を
開
࠵

全
ト
ڠ
・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
ࢪ
計
画

̎̎̐̑̒

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ

（
水
野
ޭ
ձ
長
）は
３
月
10

日
、
東
ト
総
合
ձ
館
で
第
１

１
５
回（
ྩ
和
７
年

౓
第
２
回
）
東
京
都

交
付
金
事
業
৹
ٞ
ҕ

һ
ձ（
୞
腰
ݑ
ٱ
ҕ

һ
長
ʗ
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
࠵
し
、
７

年
౓
交
付
金
事
業
計

画
の
ม
ߋ
お
よ
び
８

年
౓
交
付
金
事
業
実

ࢪ
計
画
Ҋ
を
৹
ٞ
・

承
ೝ
し
た
。
８
年
౓

実
ࢪ
計
画
で
は
、
υ

ラ
イ
ό
ー
の
଴
遇
改

善
と
業
界
の
社
ձ
的

地
位
向
上
を
目
指

道
࿏
交
通
法
の
一
部
改
ਖ਼

が
４
月
１
日
に
ࢪ
行
さ
れ

る
。
今
回
の
改
ਖ਼
で
は
、
ࣗ

転
ं
の
交
通
ҧ
反
に
対
す
る

通
ࠂ
੍
౓（
੨
੾
ූ
）の
ಋ
入

や
、
ࣗ
動
ं
に
よ
る
ࣗ
転
ं

の
側
方
通
ա
ル
ー
ル
の
明
確

化
、
運
転
໔
ڐ
ࢼ
験
の
受
験

ࢿ
格
年
ྸ
の
引
き

下
げ
な
ど
が
実
ࢪ

さ
れ
る
。

ࣗ
転
ं
へ
の
੨
切
ූ
で

は
、
交
通
ҧ
反
に
対
し
て
反

ଇ
金
を
Պ
す
੍
౓
で
、
ҧ
反

を
ೝ
知
し
た
ܯ
࡯
׭
は
原
ଇ

と
し
て
指
ಋ
・
ܯ
ࠂ
を
行
う

転
ं
౳（
特
定
小
ܕ
原
動
ػ

付
ࣗ
転
ं
及
び
軽
ं
両
を
い

う
）の
接
৮
事
ނ
を
๷
止
す

る
た
め
、
ࣗ
動
ं
౳
が
同
一

方
向
に
進
行
す
る
ࣗ
転
ं
౳

（
歩
道
ຢ
は
ࣗ
転
ं
道
を
通

行
し
て
い
る
も
の
を
আ
く
）

の
ӈ
側
を
追
い
ӽ
し
て
通
ա

す
る
ࡍ
は
、
十
分
な
側
方
間

ִ
を
確
保
す
る
こ
と
が
ٻ
め

ら
れ
る
。
安
全
な
間
ִ
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
、
安
全

な
速
౓（
ঃ
行
な
ど
）で
通

ա
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
支
部

し
、「
υ
ラ
イ
ό
ー

フ
Ỹ
ー
ス
ト
」
の

ॆ
実
な
ど
を
さ
ら

に
ਪ
進
す
る
方
針

だ
。๯

頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
水
野
ձ
長
は
、「
ڠ
ձ
の

最
重
要
՝
୊
と
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
ద
ਖ਼
化
二
法
へ
の
ੵ
ۃ

的
な
対
応
、
ڠ
ձ
の
ক
来
を

見
ਾ
え
た
ձ
һ
基
൫
の
強

化
、
υ
ラ
イ
ό
ー
フ
Ỹ
ー
ス

ト
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

ܝ
げ
て
い
る
。
υ
ラ
イ
ό
ー

の
処
遇
改
善
や
݈
߁
؅
理
へ

の
支
援
な
ど
を
通
じ
、
業
界

の
社
ձ
的
地
位
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
」
と
ड़
べ
た
。

ま
た
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
は
こ
の
目
標
ୡ
成
に
向
け

て
、
今
後
も
೪
り
強
く
取
り

組
ん
で
い
く
」と
強
ௐ
し
た
。

が
、
交
通
事
ނ
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
ة
ݥ
・
悪
࣭
な

ҧ
反
に
つ
い
て
は
、
検
ڍ
の

対
৅
と
な
る
。
ञ
ਲ
い
運
転

や
ञ
気
ଳ
び
運
転
、
๦
֐
運

転
、
運
転
中
の
ܞ
ଳ
ి
࿩
࢖

用
な
ど
の
重
大
ҧ
反
や
、
交

通
事
ނ
を
起
こ
し
た
場
合

は
、ै
来
通
り
ܐ
事
手
続（
੺

੾
ූ
）で
処
理
さ
れ
る
。

ࣗ
動
ं
౳（
特
定
小
ܕ
原

動
ػ
付
ࣗ
転
ं
及
び
軽
ं
両

Ҏ
֎
の
ं
両
を
い
う
）と
ࣗ

で
の
運
転
者
ߨ
習
で
も「
ど

の
ఔ
౓
の
間
ִ
や
速
౓
が

ద
切
か
」
と
い
っ
た
࣭
問
が

多
く
د
せ
ら
れ
て
お
り
、
今

後
は
事
業
者
や
؅
理
者
に
よ

る
法
改
ਖ਼
内
༰
の
周
知
に
加

え
、
実
ફ
的
な
安
全
運
転
指

ಋ
の
ప
ఈ
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

受
験
ࢿ
格
年
ྸ

の
引
き
下
げ
で

は
、
準
中
ܕ
・
普

通
໔
ڐ
に
つ
い
て
、
仮
໔
ڐ

の
取
得
お
よ
び
運
転
໔
ڐ
ࢼ

験
の
受
験
Մ
ೳ
な
年
ྸ
が

「
17
ࡀ
６
か
月
」
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
。
一
方
、
໔
ڐ
取

得
時
の
年
ྸ
要
件
は
引
き
続

き
1�
ࡀ
と
さ
れ
る
。

ٞ
事
で
は
、７
年
౓
実
ࢪ

計
画
の
ม
ߋ
Ҋ
を
৹
ٞ
し
、

༧
算
差
ֹ
約
１
ԯ
４
０
０
０

万
ԁ
の
配
分
と
し
て
、
近
代

化
基
金
に
８
３
０
０
万
ԁ
、

ࢪ
設
؅
理
運
営
基
金
に
約
５

７
０
０
万
ԁ
を
଄
成
す
る
こ

と
を
承
ೝ
。

８
年
౓
事
業
計

画
Ҋ
は
、
ऩ
支
༧

算
ֹ
９
ԯ
７
４
７

９
万
ԁ（
前
年
౓

比
１
・
１
ˋ
૿
）

で
ฤ
成
さ
れ
、
東

京
都
交
付
金
が
８

ԯ
９
６
６
３
万
９

ઍ
ԁ（
同
１
・
３

ˋ
૿
）、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
の

地
方
ద
ਖ਼
化
事
業

助
成
අ
５
２
１
８

万
８
ઍ
ԁ（
同
０
・

８
ˋ
ݮ
）、
そ
の

ଞ
ऩ
入
約
１
２
７

０
万
ԁ（
同
70
・

９
ˋ
૿
）と
૿
ֹ

が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
環

境
対
ࡦ
基
金
か
ら
１
３
２
６

万
７
ઍ
ԁ
を
ऩ
入
に
܁
り
入

れ
、
環
境
関
܎
事
業
に
ॆ
当

す
る
。
支
出
面
で
は
、
人
件

අ
な
ど
を
আ
く
事
業
අ
と
し

て
、
４
ԯ
４
０
２
６
万
８
ઍ

ԁ（
同
１・８
ˋ
૿
）を
計
上
。

新
ن
・
֦
ॆ
事
業
を
ੵ
ۃ
的

に
展
開
す
る
一
方
、
ط
ଘ
事

業
の
ਫ਼
ࠪ
や
見
直
し
、
ॾ
経

අ
の
࡟
ݮ
を
進
め
る
。

新
ن
事
業
と
し
て
は
、
༌

送
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

事
業
に
お
い
て
、
運
転
者
ߨ

習
へ
の
̚
ラ
ー
χ
ン
グ（
動

画
ࢹ
ௌ
）ಋ
入（
通
年
実
ࢪ
）

に
４
０
０
万
ԁ
の
༧
算
を
計

上
。
ま
た
、
֦
ॆ
事
業
と
し

て
、
定
期
݈
߁
਍
அ
受
਍
අ

用
の
１
人
当
た
り
の
助
成
ֹ

を
２
０
０
０
ԁ
か
ら
３
０
０

０
ԁ
に
૿
ֹ
し
、７
５
０
０

万
ԁ
を
計
上
。
さ
ら
に
、
ਭ

຾
時
ແ
ݺ
ٵ
঱
ީ
）܈
̨
Ａ

̨
）
検
ࠪ
අ
用
の
助
成
ֹ
を

各
支
部
で
は
、
地
ݩ
ܯ
࡯

ॺ
や
交
通
安
全
ڠ
ձ
な
ど
と

連
ܞ
し
、
地
域
の
ओ
要
交
差

点
や
駅
周
辺
で
歩
行
者
・
ࣗ

転
ं
の
安
全
誘
ಋ
を
行
う
と

と
も
に
、
ϊ
ベ
ル
ς
ỹ
配
෍

を
通
じ
て
交
通
安
全
を
ݺ
び

か
け
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
ッ
ϓ
作
戦
を
実
ࢪ
し
、

υ
ラ
イ
ό
ー
に
対
し
て
安
全

東
ト
ڠ
は
、
ྩ
和

８
年「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」（
４
月

６
Ỗ
1�
日
）に
合
わ

せ
、
４
月
10
日
を
街

頭
指
ಋ
活
動
の「
౷

一
実
ࢪ
日
」
と
し
、

各
支
部
が
歩
ௐ
を
合

わ
せ
て
交
通
安
全
活

動
を
展
開
す
る
。

運
転
の
ྭ
行
や
歩
行
者
༏

ઌ
の
ప
ఈ
を
஫
ҙ
ש
起
す

る
ほ
か
、
交
通
安
全
イ
ベ

ン
ト
へ
の
ࢀ
加
な
ど
、
期

間
を
通
じ
て
各
支
部
が
そ

れ
ͧ
れ
取
り
組
み
を
進
め

る
。こ

の
ほ
か
東
ト
ڠ
で

は
、
運
動
期
間
中
に
合
わ

せ
、
都
内
２
か
所（
有
楽

町
、
立
川
）の
屋
֎
大
ܕ
Ϗ

ジ
ἀ
ン
と
、
新
॓
駅
੢
ޱ
地

下
広
場
柱
面
お
よ
び
東
ト
総

合
ձ
館
１
֊
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
で
、
ܯ
ࢹ
ி
交
通

部
と
の
連
名
に
よ
る
交
通
安

全
運
動
の
ܒ
発
映
૾
を
放
映

す
る
。

ܯ
ࢹ
ி
؅
内
に
お
け
る
８

年
の
事
業
用
՟
物
ࣗ
動
ं
が

関
東
運
༌
ہ
、

関
東
経
済
࢈
業

ہ
、
公
ਖ਼
取
引
ҕ

һ
ձ
は
３
月
10

日
、
関
東
঎
޻
ձ

ٞ
所
連
合
ձ
に
対

し
、
持
続
Մ
ೳ
な

物
ྲྀ
の
実
現
に
向

け
た
取
引
環
境
の

ద
ਖ਼
化
お
よ
び
法

ྩ
९
守
の
ప
ఈ
に

つ
い
て
、
連
名
で

ڠ
力
を
ٻ
め
た
。

同
日
は
、
関
運

ہ
の
౻
田
礼
子
ہ

長
と
関
経
ہ
の
ؠ

田
ହ
ہ
長
が
関
঎

連
を
訪
問
し
、
小

ྛ
治
඙
代
表
װ
事
に
要
੥
ॻ

を
手
交（
ࣸ
ਅ
）。
ద
ਖ਼
取
引

の
ਪ
進
や
物
ྲྀ
効
率
化
な
ど

へ
の
対
応
を
ݺ
び
か
け
た
。

な
物
ྲྀ
の
実
現
に
向
け
て
傘

下
ձ
һ
事
業
者
へ
の
周
知
を

ٻ
め
た
。
ओ
な
内
༰
は
࣍
の

通
り
。

ʓ
࿑
຿
අ
の
上
ঢ
を
ؚ
む

必
要
な
ί
ス
ト
を
ద
切
に
反

映
し
た
ద
ਖ਼
な
運
賃
・
料
金

の
ऩ
受
に
向
け
た
ڠ
ٞ
を
行

い
、
ܖ
約
内
༰
の
明
確
化
・

ॻ
面
化
を
ప
ఈ
す
る
こ
と
。

ま
た
、
燃
料
価
格
の
下
落
の

み
を
理
由
と
し
た
一
方
的
な

取
引
価
格
の
引
き
下
げ
を
行

わ
な
い
こ
と
。

ʓ
ՙ
଴
ち
・
ՙ
໾
時
間
の

࡟
ݮ
や
ੵ
ࡌ
効
率
の
向
上
な

ど
、
物
ྲྀ
効
率
化
の
ਪ
進
に

一
૚
౒
め
る
こ
と
。

ʓ
ҧ
法
な
ന
ト
ラ
を
利
用

せ
ず
、
各
種
法
ྩ
を
९
守
し

た
物
ྲྀ
取
引
を
行
う
こ
と
。

ʓ
૔
ݿ
に
お
け
る
入
出
ݿ

の
ෛ
ՙ
軽
ݮ
の
た
め
の
十
分

な
リ
ー
υ
タ
イ
ム
の
設
定
、

保
؅
අ
用
・
࿑
຿
අ
の
上
ঢ

や
ՙ
໾
౳
の
付
加
的
な
作
業

に
応
じ
た
、
ద
切
な
د
ୗ
料

౳
の
ڠ
ٞ
を

行
う
こ
と
。

手
交
に
当
た
り
౻
田
ہ
長

は
、「
物
ྲྀ
に
関
す
る
法
ྩ

の
整
備
が
進
み
、
今
後
は
̘

̡
̤
の
બ
೚
や
中
長
期
計
画

の
ࡦ
定
、
定
期
ใ
ࠂ
を
通
じ

て
取
り
組
み
の
一
૚
の
進
展

が
期
଴
さ
れ
る
」と
ड़
べ
た
。

そ
の
上
で
、
ద
ਖ਼
な
運
賃
・

料
金
ऩ
受
に
向
け
た
ڠ
ٞ
や

ܖ
約
内
༰
の
ॻ
面
化
、
ՙ
଴

ち
時
間
の
࡟
ݮ
に
加
え
、「
ҧ

法
な
ന
ト
ラ
の
ഉ
আ
、
૔
ݿ

に
お
け
る
十
分
な
リ
ー
υ
タ

イ
ム
の
確
保
、
ద
切
な
د
ୗ

料
の
設
定
に
も
配
ྀ

し
て
ほ
し
い
」
と
ڠ

力
を
ٻ
め
た
。

要
੥
で
は
、
物
ྲྀ

事
業
者
が
物
ྲྀ
の

２
０
２
４
年
問
୊
な

ど
の
՝
୊
に
引
き
続

き
直
面
し
て
い
る
と

し
、
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼

化
二
法
や
改
ਖ਼
物
ྲྀ

法
、
取
ద
法（
一
部

を
ؚ
む
）の
ࢪ
行
を

౿
ま
え
、
持
続
Մ
ೳ

関
༩
し
た
ࢮ
๢
事
ނ
発
生
状

況（
２
月
��
日
現
在
）で
は
、

ࢮ
๢
事
ނ
は
４
件
発
生
し
、

前
年
同
期
比
１
件
૿
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ձ
һ

関
༩
事
ނ
は
１
件
で
、
前
年

同
期
比
で
૿
ݮ
は
な
し
。
ձ

һ
第
一
当
事
ނ
は
発
生
し
て

い
な
い
。

同
１
５
０
０
ԁ
か
ら
２
５
０

０
ԁ
に
૿
ֹ
す
る
た
め
、５

０
０
万
ԁ
を
計
上
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
ࣗ
動
点
ݺ
ػ
器
ಋ

入
ଅ
進
助
成（
70
台
૿
の
１

２
０
台
に
֦
ॆ
）な
ど
を
૿

ֹ
。
こ
れ
ら
υ
ラ
イ
ό
ー
フ

Ỹ
ー
ス
ト
事
業
の
ॆ
実
と
し

て
、
１
ԯ
８
６
１
２
万
４
ઍ

ԁ
、
う
ち
新
ن
֦
ॆ
３
１
０

０
万
ԁ
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化

二
法
に
対
す
る
ੵ
ۃ
的
な
౤

ࢿ
と
し
て
１
０
０
３
万
ԁ
、

う
ち
新
ن
֦
ॆ
２
０
０
万

ԁ
、
ক
来
を
見
ਾ
え
た
ձ
һ

基
൫
の
強
化
と
し
て
６
７
８

万
５
ઍ
ԁ
を
そ
れ
ͧ
れ
計
上

す
る
。

ଞ
方
、
交
付
金
事
業
全
ൠ

に
わ
た
り
、
ط
ଘ
事
業
の
実

੷
に
基
づ
く
見
直
し
を
進

め
、
1�
事
業
合
計
で
２
２
４

３
万
７
ઍ
ԁ
の
経
අ
を
࡟
ݮ

す
る
༧
算
ฤ
成
と
し
た
。

̐
݄
̍
೔
վ
ਖ਼
ಓ
ަ
๏
͕
ࢪ
ߦ

「
࣌
୅
の
ม
Խ
ʹ
Ԡ
͑
Δ
ੵ
ۃ
༧
ࢉ
」

̔೥౓࣮ܭࢪըΛঝೝ

औ
Ҿ
ద
正
Խ
ɾ
法
ྩ
९
क
を
ؔ
঎
࿈
ʹ
要
੥

࣋ଓՄೳな෺ྲྀͷ࣮ݱ΁ ؔӡہ
ہܦؔ
ެऔҕ

݄̐ø÷೔ ౦ト֗ڠ಄׆ಈʮ౷Ұ࣮施೔ʯ

ࣗ
స
ं
ͷ
ଆ
ํ
௨
ա
Λ
ϧ
ー
ϧ
Խ

ࣗ
స
ं
ަ
௨
ҧ
൓
΁
ͷ
੨
੾
ූ

४
த

ී
௨
໔
ڐ
ड
ݧ
೥
ྸ
Ҿ
͖
Լ
͛

４月６～15日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

̓೥౓
ୈ̎ճ

ަ
෇
ۚ
ࣄ
ۀ

৹
ٞ
ҕ
һ
ձ

東ト協
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
総

຿
ҕ
һ
ձ（
原
島
౻
ᆹ
ҕ
һ

長
）は
３
月
16
日
、
東
ト
総

合
ձ
館
で
ྩ
和
７
年
౓
第
２

回
総
຿
ҕ
һ
ձ（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
࠵
し
、
８
年
౓
事

東
ト
ڠ
税
੍
金
༥

ҕ
һ
ձ（
ླ
໦
ོ
ࢤ

ҕ
һ
長
）は
３
月
11

日
、
東
ト
総
合
ձ
館

で
ྩ
和
７
年
౓
第
２

回
ҕ
һ
ձ（
̬
̴
̱

ซ
用
）
を
開
࠵
し
、

７
年
౓
事
業
の
進
ḿ

状
況
、
８
年
౓
東
京

都
知
事
要
๬
事
߲
お

よ
び
都
༧
算
Ҋ
に
対

す
る
要
๬
の
回
౴
に

つ
い
て
ใ
ࠂ
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
９
年
౓

都
へ
の
要
๬
の
ߟ
え

方
に
つ
い
て
৹
ٞ

し
、
今
後
要
๬
߲
目

を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、
来

年
౓
の
ҕ
һ
ձ
に
ࢾ
る
こ
と

と
し
た
。

ླ
໦
ҕ
һ
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
８
年
౓
税
੍
要
๬
に

つ
い
て
、
都
ٞ
ձ
各
ౘ
や
ࣗ

業
計
画
ॻ
・
ऩ
支
༧
算
ॻ

（
Ҋ
）な
ど
を
৹
ٞ
・
承
ೝ

し
た
。

๯
頭
、
原
島
ҕ
һ
長
は
、

イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
Τ
ル
の
戦

ಆ
に
൐
う
軽
油
価
格
の
高
騰

東
ト
ڠ
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

タ
̩
̤
Ｋ
̮
̤
２
０
２
６
実

行
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト（
リ
ー
μ

ー
・
৿
本
勝
໵
෭
ձ
長
）は

３
月
1�
日
、
東
ト
総
合
ձ
館

で
第
１
回
ձ
（ٞ
支
部
୲
当

者
ձ
ٞ
・
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
࠵
し

た
。৿

本
リ
ー
μ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
の

開
࠵
に
関
す
る
支

部
や
来
場
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
౿
ま

由
民
ओ
ౘ
東
京
都
支
部
連
合

ձ
、
都
知
事
ώ
ア
リ
ン
グ
で

要
๬
し
て
き
た
。そ
の
結
果
、

東
京
都
交
付
金
は
８
ԯ
９

６
０
０
万
ԁ
と
、
前
年
౓
比

１
１
０
０
万
ԁ（
１
・
３
ˋ
）

の
૿
ֹ
と
な
っ
た
。こ
れ
は
、

զ
々
へ
の
期
଴
の
表
れ
と
受

に
৮
れ
、「
ا
業
と

同
様
に
、
ڠ
ձ
も
不

ಁ
明
な
状
況
下
で
༧

算
ฤ
成
が
ٻ
め
ら
れ

る
。
৻
重
に
ご
৹
ٞ

い
た
だ
き
た
い
」
と

ड़
べ
た
。
ま
た
、
支

部
ϒ
ϩ
ッ
ク
੍
ಋ
入

の
進
ḿ
状
況
や
ձ
һ

基
൫
強
化
対
ࡦ
、
ձ

長
ީ
補
者
બ
出
・
؅

理
ҕ
һ
ձ
の
৹
ٞ
結

果
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し

け
止
め
て
い
る
。
軽

油
引
取
税
暫
定
税
率

の
廃
止
に
൐
う
交
付

金
の
取
り
ѻ
い
に
つ

い
て
は
、
༩
野
ౘ
間

の
合
ҙ
に
よ
り
、
８

年
౓
か
ら
５
年
間
、

現
行
੍
౓
が
ҡ
持
さ

れ
る
見
込
み
だ
。
４

月
１
日
か
ら
暫
定
税

率
は
廃
止
と
な
る

が
、
燃
料
価
格
が
急

騰
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
օ

様
と
ҙ
見
交
׵
し
、

事
業
者
へ
の
加
入
を
ଅ
進
す

る
ط。

ଘ
事
業
は
、
ࣥ
行
率
の

௿
い
も
の
を
原
ଇ
廃
止
し
、

抜
本
的
に
見
直
す
。
人
ࡐ
確

保
ଅ
進
、
݈
߁
࿑
ಇ
ଅ
進
、

運
転
者
౳
ス
Ω
ル
ଅ
進
、
交

通
事
ނ
・
࿑
ಇ
災
֐
๷
止
、

ۓ
急
物
ࢿ
༌
送
体
੍
整
備

౳
、
๷
災
܇
練
へ
の
ࢀ
加
な

ど
は
内
༰
を
ม
ߋ
し
た
。

༧
算
Ҋ
は
、
経
ৗ
ऩ
入
�0

ԯ
１
９
４
０
万
４
ઍ
ԁ（
前

年
౓
比
０
・
３
ˋ
૿
）、
経

ৗ
支
出
�0
ԯ
３
５
２
８
万
８

ઍ
ԁ（
同
０
・
１
ˋ
૿
）で
、

経
ৗ
ऩ
支
は
੺
ࣈ
が
続
く

も
の
の
、
੺
ࣈ
幅
は
ॖ
小
す

る
見
込
み
。
こ
の
ほ
か
、８

年
౓
通
ৗ
総
ձ（
６
月
�9
日
、

ఇ
国
ホ
ς
ル
東
京
で
開
࠵
༧

定
）や
支
部
ϒ
ϩ
ッ
ク
੍
ಋ

୊
な
ど
を
、
֎
部
に
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
ࢪ
す

る
と
し
た
上
で
、
物
価
高
騰

を
౿
ま
え
た
ί
ス
ト
࡟
ݮ
と

支
部
ෛ
୲
の
軽
ݮ
を
図
る
ߟ

え
を
説
明
。
支
部
・
ϒ
ϩ
ッ

ク
に
よ
る
ϒ
ー
ス
出
展
は
ٻ

め
な
い
と
す
る
一
方
、
ر
๬

す
る
支
部
の
ࢀ
加
は
ೝ
め
、

を
౿
ま
え
、
ࣦ
ഊ
を
恐
れ
さ

せ
な
い
ҭ
成
の
ߟ
え
方
や
マ

χ
ỿ
ア
ル
、
褒
め
る
指
ಋ
の

ཹ
ҙ
点
、
؅
理
৬
の
関
わ
り

方
が
定
ண
に
༩
え
る
影
響
な

ど
に
つ
い
て
、
現
場
で
の
対

応
の
方
向
ੑ
を
具
体
ྫ
を
交

え
て
示
し
た
。

中
ଜ
ࢯ
は「
ҭ
成
は
೉
し

く
、
世
代
間
Ϊ
ャ
ッ
ϓ
も
あ

っ
て
若
手
社
һ
の
気
持
ち
が

分
か
ら
な
い
と
感
じ
る
場
面

は
多
い
」と
し
た
上
で
、「
若

は
、９
߲
目
の
要
๬
事
߲
の

う
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
経
営
基
൫
確
立
対
ࡦ
、
都

市
ߋ
新
中
の
交
通
ौ
଺
・
ՙ

さ
ば
き
଴
ち
ौ
଺
な
ど
の
解

消
へ
の
対
応
、ं
ݿ
の
確
保・

ҡ
持
へ
の
支
援
、
環
境
対
ࡦ

へ
の
支
援
に
つ
い
て
強
力
に

要
๬
し
た
。

ま
た
、
ࣗ
民
ౘ
都

連
の
国
家
༧
算
・
税

੍
改
ਖ਼
౳
要
๬
ௌ
取

ձ
に
お
い
て
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ

の「
ト
ラ
ッ
ク
関
܎

ࢪ
ࡦ
に
関
す
る
要
๬

ॻ
」
を
提
出
し
た
こ

と
を
ใ
ࠂ
し
た
。

続
い
て
、
８
年
౓

都
知
事
要
๬
お
よ
び

都
༧
算
Ҋ
な
ど
に
関

す
る
回
౴
に
つ
い
て

ใ
ࠂ
。
都
の
８
年
౓

入
の
進
ḿ
状
況
、
ձ
һ
基
൫

強
化
対
ࡦ
、
ձ
長
ީ
補
者
બ

出
・
؅
理
ҕ
һ
ձ
の
৹
ٞ
結

果
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し
た
。

支
部
ϒ
ϩ
ッ
ク
੍
で
は
、

７
年
౓
ύ
イ
ϩ
ッ
ト
ϒ
ϩ
ッ

ク（
̥
̗
）の
品
川・大
田
と
、

文
京
・
豊
島
・
北
・
൘
橋
・

練
馬
の
各
̥
̗
が
移
行
要
件

を
満
た
し
た
と
し
て
、８
年

౓
か
ら
本
格
的
に
ϒ
ϩ
ッ
ク

へ
移
行
す
る
。

ձ
һ
基
൫
強
化
対
ࡦ
で

は
、７
年
３
月
末
時
点
の
都

内
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
４

８
１
１
者
の
う
ち
、
東
ト
ڠ

へ
の
加
入
率
は
61
・
７
ˋ
と

ใ
ࠂ
。
今
年
౓
は
各
支
部
が

東
運
支
ہ
の
リ
ス
ト
に
基
づ

い
て
、
ະ
加
入
事
業
者
に
対

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
東
ト

ڠ
の
ओ
な
助
成
・
༥
ࢿ
੍
౓

一
ཡ
を
活
用
し
て
加
入
ଅ
進

を
図
る
。

全
体
運
営
へ

の
ڠ
力
を
要

੥
し
た
。

ձ
ٞ
で

は
、
開
࠵
֓

要
や
支
部
ࢀ

加
の
取
り
ѻ

い
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ỿ
ー

ル
な
ど
を
説

明
。
フ
ỻ
ス

タ
２
０
２
６

は
９
月
1�

日（
土
）、
こ

れ
ま
で
と
同

様
、
ौ
谷
区
の
代
々
໦
公
園

（
野
֎
ス
ς
ー
ジ
・
イ
ベ
ン

ト
広
場
・
ケ
Ϡ
Ω
並
໦
）で

開
࠵
し
、前
日
11
日
に
ൖ
入・

設
営
を
行
い
、
フ
ỻ
ス
タ
終

ྃ
後
の
1�
日
中
に
ఫ
ڈ
す

る
。同

ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
に
設
置

さ
れ
た
ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー

手
社
һ
の
心
理
特
ੑ
を
理

解
す
る
に
は
、
若
手
社
һ
ࣗ

਎
の
不
安
が
あ
る
点
を
ま
ず

ԡ
さ
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

強
ௐ
。「
彼
ら
は『
ࣦ
ഊ
ử
経

験
』で
は
な
く
、『
ࣦ
ഊ
ử
ແ

ೳ
』と
ଊ
え
る
܏
向
が
あ
る
。

た
。８

年
౓
事
業
計

画
で
は
、
υ
ラ
イ

ό
ー
の
଴
遇
改
善
と
業
界
の

地
位
向
上
を
図
る「
υ
ラ
イ

ό
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
」を
ܝ
げ
、

新
ن
事
業
を
ੵ
ۃ
的
に
検

౼
。
新
ن
事
業
と
し
て
、
人

ࡐ
確
保
の
ଅ
進
や
ڠ
ձ
運
営

の
ԁ
׈
化
お
よ
び
本
部
・
支

部
間
の
連
ܞ
強
化
な
ど
に
取

り
組
む
。
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化

二
法
౳
へ
の
対
応
で
は
、
取

引
環
境
の
ద
ਖ਼
化
や
法
ྩ
९

守
の
ప
ఈ
に
向
け
た
情
ใ
提

ڙ
を
行
う
ほ
か
、
ઐ
໳
家
を

活
用
し
た
૬
ஊ
૭
ޱ
を
設
置

し
、
૬
ஊ
体
੍
の
強
化
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ձ
һ
基
൫
強

化
の
た
め
、
東
京
運
༌
支
ہ

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
本
部

と
支
部
が
連
ܞ
し
て
ະ
加
入

え
、「
開
࠵
時
期
を

ॵ
い
時
期
や
連
ٳ
か

ら
֎
す
こ
と
や
、
ձ

場
ม
ߋ
を
ٻ
め
る
੠

が
あ
っ
た
」と
説
明
し
、「
フ

ỻ
ス
タ
に
は
ࠜ
強
い
フ
Ỹ
ン

૚
が
あ
り
、
開
࠵
を
๬
む
੠

も
多
い
」
と
ड़
べ
た
。
そ
の

上
で
、
都
内
の
公
園
や
民
間

ࢪ
設
に
つ
い
て
時
期
ม
ߋ
も

ؚ
め
検
౼
し
た
結
果
、
ձ
場

は
ै
来
通
り
代
々
໦
公
園
と

し
、
開
࠵
月
は
９
月
と
す
る

方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
開
࠵
の
目
的
に
つ

い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
༌
送
の
໾

ׂ
の
重
要
ੑ
や
ڠ
ձ
の
活

動
、
物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年
問

東
ト
ڠ
は
３
月
1�
日
、
東

ト
総
合
ձ
館
で
ྩ
和
７
年
౓

第
２
回
経
営
者
η
ミ
ナ
ー

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開
࠵
し

た
。
η
ミ
ナ
ー
で
は
、
フ
リ

ー
・
Τ
ー
ジ
ỻ
ン
ト
・
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
取
క
໾
の
中
ଜ
߳

৫
ࢯ
を
ߨ
ࢣ
に
ܴ
え
、「
Ω

ャ
リ
ア
ί
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

ߟ
え
る
若
手
社
һ
の
ҭ
成
と

定
ண
の
ϙ
イ
ン
ト
Ỗ
物
ྲྀ
の

ఀ
଺
を
勝
ち
抜
く『
ࣗ
཯
ܕ

社
һ
』
の
ҭ
て
方
と
組
৫
の

守
り
方
Ỗ
」
を
ς
ー
マ
に
ߨ

ԋ
。
若
手
社
һ
の
心
理
特
ੑ

来
年
౓
の
税
੍
要
๬
の
検
౼

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

ٞ
事
で
は
、７
年
౓
事
業

の
進
ḿ
状
況
と
し
て
、
都
ٞ

ձ
各
ౘ
へ
の
要
๬
活
動
や
都

知
事
ώ
ア
リ
ン
グ
の
実
ࢪ
状

況
を
ใ
ࠂ
。
ώ
ア
リ
ン
グ
で

༧
算
Ҋ
で
は
、
東
京
都
運
༌

事
業
ৼ
興
助
成
交
付
金
が
前

年
౓
比
１
１
０
０
万
ԁ（
１・

３
ˋ
）૿
ֹ
さ
れ
た
。

燃
料
価
格
高
騰
へ
の
支
援

で
は
、
７
年
౓
の「
運
༌
事

業
者
向
け
燃
料
අ
高
騰
ۓ
急

対
ࡦ
事
業
」
に
つ
い
て
、
前

൒（
４
Ỗ
９
月
）、
後
൒（
10

Ỗ
1�
月
）の
実
ࢪ
に
続
き
、

８
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
交

付
が
行
わ
れ
る
と
し
た
。

環
境
対
ࡦ
な
ど
に
関
す
る

取
り
組
み
支
援
で
は
、
θ
ϩ

Τ
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
・
Ϗ
ー
ク
ル

（
̯
̚
̫
）ト
ラ
ッ
ク
の
普

及
ଅ
進
と
し
て
、
業
຿
用
̯

̚
̫
大
ن
໛
一
ׅ
ಋ
入
ଅ
進

事
業
や
水
ૉ
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン

設
備
౳
ಋ
入
ଅ
進
事
業
の
༧

算
を
大
幅
に
૿
ֹ
。
こ
の
ほ

か
、
̚
̫
ό
ス
・
̚
̫
ト
ラ

ッ
ク
ಋ
入
ଅ
進
事
業
、
都
有

ࢪ
設
に
お
け
る
ॆ
ి
設
備
設

置
事
業
、
ॆ
ి
設
備
普
及
ଅ

進
事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。こ

の
後
、９
年
౓
要
๬
の

ߟ
え
方
に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、

燃
料
අ
高
騰
対
ࡦ
の
継
続
・

֦
ॆ
、
高
速
道
࿏
料
金
、
ं

ற・ݿ
ं
ス
ϖ
ー
ス
の
確
保
、

高
騰
す
る
ं
両
価
格
へ
の
補

助
な
ど
を
ٻ
め
る
ҙ
見
が
出

さ
れ
た
。
特
に
、
都
の「
燃

料
අ
高
騰
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
」

は
８
年
６
月
ま
で
の
実
ࢪ
と

さ
れ
て
い
る
が
、
଍
ݩ
の
情

勢
を
౿
ま
え
、
さ
ら
な
る
支

援
が
必
要
と
の
ೝ
識
で
一
க

し
た
。
今
後
、
各
支
部
か
ら

の
ҙ
見
を
集
約
し
、
要
๬
事

߲
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、

来
年
౓
の
ҕ
һ
ձ
で
改
め
て

৹
ٞ
す
る
。

な
お
、
当
日
は
ٞ
事
に
ઌ

立
ち
、
全
ト
ڠ
の
８
年
౓
ト

ラ
ッ
ク
関
܎
ࢪ
ࡦ
に
関
す
る

要
๬
と
結
果
、
運
༌
事
業
ৼ

興
助
成
交
付
金
੍
౓
の
動
向

ま
た
、ձ
長
ީ
補
者
બ
出・

؅
理
ҕ
һ
ձ
は
、
ҕ
һ
ձ
ਪ

ન
の
ձ
長
ީ
補
者
と
し
て
、

現
ձ
長
の
水
野
ޭ
ࢯ
を
બ
定

し
た
こ
と
を
３
月
��
日
の
理

事
ձ
で
ใ
ࠂ
す
る
。

な
お
、
承
ೝ
さ
れ
た
事
業

計
画
・
༧
算
な
ど
は
同
日
の

理
事
ձ
に
ࢾ
り
、
ਖ਼
ࣜ
決
定

す
る
。

ϓ（
̬
̜
）で
は
ط、
に
開
࠵

に
向
け
た
検
౼
を
進
め
て
お

り
、
̬
̜
の
ᖒ
഼
३
リ
ー
μ

ー
は「
昨
今
の
情
勢
を
౿
ま

え
、
全
体
的
に
ن
໛
は
ॖ
小

す
る
が
、
本
部
と
支
部
が
一

体
と
な
っ
た
֎
部
発
信
ܕ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
࠵
す
る
基

本
方
針
は
ม
わ
ら
な
い
」
と

ड़
べ
ڠ、
力
を
ݺ
び
か
け
た
。

な
お
、
同
日
は
ձ
ٞ
に
ઌ

立
ち
、
ڠ
ࢍ
ا
業
・
ஂ
体
向

け
ื
集
説
明
ձ
を
実
ࢪ
し
た

ほ
か
、第
２
回
̬
̜
ձ
（ٞ
̬

̴
̱
ซ
用
）を
開
࠵
し
、
̬

̜
メ
ン
ό
ー
・
実
行
ϓ
ϩ
ジ

ỻ
ク
ト
メ
ン
ό
ー
の
確
ೝ
、

サ
ϒ
ς
ー
マ
の
બ
定
、
ڠ
ࢍ

ا
業
・
ஂ
体
説
明
ձ
お
よ
び

実
行
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
ձ
ٞ
の

ใ
ࠂ
、
ス
ς
ー
ジ
ϓ
ϩ
グ
ラ

ム
、
̨
̣
̨
に
よ
る
広
ใ
な

ど
、
各
実
ࢪ
߲
目
の
進
ḿ
に

つ
い
て
検
౼
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
不

安
を
ど
う
取
り
আ
く
か

が
ҭ
成
の
出
発
点
に
な

る
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
η
ミ
ナ
ー
で

は「
ࣗ
社
の
ҭ
成
設
計

チ
ỻ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を

用
い
た
ϫ
ー
ク
も
行
わ

れ
、
ࢀ
加
者
は
各
߲
目

に
沿
っ
て
、
ࣗ
社
の
現

状
を
確
ೝ
し
た
。

最
後
に
、
中
ଜ
ࢯ
は

「
ҭ
成
は
一
଍
飛
び
に

は
進
ま
な
い
。
段
֊
的

に
൐
૸
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
ड़
べ
、
特
に
ミ
υ
ル
૚
の

໾
ׂ
の
重
要
ੑ
を
指
ఠ
。
指

ಋ
方
法
に
加
え
、
部
下
の
メ

ン
タ
ル
や
݈
߁
状
態
、
Ϟ
チ

ベ
ー
シ
ἀ
ン
と
い
っ
た
要
ૉ

も
成
果
に
大
き
く
影
響
す
る

と
ま
と
め
た
。

に
つ
い
て
、
全
ト
ڠ
の
金
子

貴
史
໾
һ
଴
遇
ا
画
部
長
が

説
明
し
た
。

̔
೥
౓
ࣄ
ۀ
ܭ
ը
ɾ
༧
ࢉ
Ҋ
ͳ
Ͳ
৹
ٞ

̕೥౓ཁ๬ͷํ͑ߟ৹ٞ

ձ
һ
ج
൫
ڧ
Խ
ର
ࡦ
ʹ
ண
手

さらなる燃料高騰支援が必要

東τڠ ૯຿ҕ員会

東τڠ ੫੍ۚ༥ҕ員会

ϑ
ỻ
ε
λ
̎
̌
̎
̒

࣮
行
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

東ト協݄̕��೔։࠵

ϑΣελܧଓ΁ϦχϡʔΞϧ

東
τ
ڠ
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
̓
೥
౓

ୈ
̎
ճ

ए
ख
ҭ
੒
ɾ
ఆ
ண
の
ϙ
Π
ϯ
τ
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ண
ՙ
ओ
側
で
の
ՙ
໾
作
業

な
ど
の
ແ
ঈ
提
ڙ
は
、
発
ՙ

ओ
ҕ
ୗ
の
運
送
業
຿
に
ؚ
ま

れ
る
と
の
ೝ
識
で
、
長
年
の

঎
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
発

ՙ
ओ
か
ら
運
送
事
業
者
へ
の

ҕ
ୗ
に
ࡍ
し
、
取
引
৚
件
や

業
຿
ൣ
囲
が
必
ず
し
も
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
起
Ҽ
す
る
。

ҕ
ୗ
を
受
け
た
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
は
、
ܖ
約
֎
の

不
当
な
業
຿
ෛ
୲
を
強
い

る
、
悪
し
き
慣
習
と
も
い
え

る
が
、
取
引
ઌ
の
発
ՙ
ओ
へ

の
配
ྀ
な
ど
か
ら
、
ண
ՙ
ओ

側
で
の
問
୊
を
提
起
し
に
く

い
状
況
に
あ
る
。

不
公
ਖ਼
な
物
ྲྀ
取
引
に
関

し
て
は
、
公
取
ҕ
は
こ
れ
ま

で
物
ྲྀ
特
घ
指
定
で
対
処
し

況
を
ߟ
ྀ
す
る
と
、
問
୊
の

改
善
に
向
け
て
ど
の
ఔ
౓
の

効
力
を
発
ش
す
る
の
か
、
ٙ

問
を
ఄ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

ద
用
の
ハ
ー
υ
ル
が
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
処
理
事
Ҋ
が

ۃ
め
て
少
な
く
、
効
力
を
発

ش
し
て
き
た
と
は
必
ず
し
も

い
え
な
い
か
ら
だ
。

と
は
い
え
、
ద
切
な
価
格

転
嫁
問
୊
を
は
じ
め
、
取
引

ద
ਖ਼
化
が
大
き
な
政
ࡦ
՝
୊

と
な
る
中
で
、
近
年
、
公
取

ҕ
の
活
発
な
動
き
が
目
立

つ
。
関
܎
ن
੍
と
そ
の
運
用

を
強
化
し
、
物
ྲྀ
分
野
に
限

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

ఠ
発
を
行
う
な
ど
、
そ
の
ଘ

在
感
を
૿
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
取
ద
法
は

も
ち
ろ
ん
物
ྲྀ
特
घ
指
定
の

改
ਖ਼
に
つ
い
て
も
、
よ
り
実

効
ੑ
あ
る
ࣥ
行
を
期
଴
し
た

い
と
こ
ろ
だ
。

（
ラ
Π
λ
ồ

ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

て
き
た
が
、
こ
れ
は
ҕ
ୗ
ܖ

約
の
あ
る
発
ՙ
ओ
と
運
送
事

業
者
間
の
取
引
を
対
৅
と
し

た
も
の
。
し
か
し
、
ண
ՙ
ओ

側
と
運
送
事
業
者
は
、
業
຿

上
の
や
り
取
り
は
あ
る
が
、

ܖ
約
上
の
取
引
関
܎
に
な
い

こ
と
か
ら
、
ண
ՙ
ओ
側
へ
の

ن
੍
ద
用
は
ࠔ
೉
な
状
況
に

あ
る
。

そ
こ
で
、
公
取
ҕ
は
昨
年

７
月
か
ら「
ا
業
取
引
ݚ
ڀ

ձ
」
で
対
応
ࡦ
を
検
౼
。
そ

の
結
果
を
౿
ま
え
、
こ
の
ほ

ど
物
ྲྀ
特
घ
指
定
の
改
ਖ਼
Ҋ

を
取
り
ま
と
め
、
現
在
、
改

ਖ਼
Ҋ
に
対
す
る
ҙ
見
を
４
月

1�
日
ま
で
ื
集
し
て
い
る
。

改
ਖ਼
Ҋ
に
よ
る
と
、
そ
も

そ
も
発
ՙ
ओ
と
ண
ՙ
ओ
と
の

ܖ
約
で
、
業
຿
ൣ
囲
な
ど
が

明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

໾
作
業
な
ど
を
行
わ
せ
る
こ

と
は
、
発
ՙ
ओ
の
利
ӹ
を
不

当
に
֐
す
る
行
ҝ
に
な
る
と

し
て
、
新
た
に
物
ྲྀ
特
घ
指

定
の
対
৅
に
追
加
。
ې
止
行

ҝ
の「
不
当
な
経
済
上
の
利

ӹ
の
提
ڙ
要
੥
」（
ՙ
໾
な

ど
）や
、「
不
当
な
څ
付
内
༰

の
ม
）ߋ
ՙ
଴
ち
な
ど
）・
や

り
直
し
」
に
当
た
る
ࢫ
を
ن

定
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
運
送
に
加

え
て
ՙ
໾
作
業
な
ど
も
行
う

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
発
ՙ

ओ
と
ண
ՙ
ओ
の
取
引
ܖ
約
に

お
い
て
、
そ
れ
ら
の
໾
຿
内

༰
と
対
価
な
ど
を
明
確
化
す

る
よ
う
に
ٻ
め
る
。

対
৅
取
引
の
֦
大
に
加

え
、
中
小
受
ୗ
取
引
ద
ਖ਼
化

法（
取
ద
法
ʗ
旧
下
੥
法
）

の
改
ਖ਼
を
౿
ま
え
、
ద
用
基

準
に
は
ै
業
һ
要
件
を
追

加
。
ま
た
、
ې
止
行
ҝ
と
し

て
、
ڠ
ٞ
に
応
じ
な
い
一
方

的
な
代
金
決
定
や
手
形
払
い

な
ど
を
追
加
ن
定
す
る
。

こ
れ
ら
物
ྲྀ
特
घ
指
定
に

関
す
る
改
ਖ਼
は
、
ҙ
見
ื
集

を
経
て
６
月
頃
に
ࠂ
示
、
来

年
春
頃
に
ࢪ
行
す
る
༧
定
。

今
回
の
ண
ՙ
ओ
側
の
問
୊

に
対
す
る
ن
੍
は
、
長
年
の

問
୊
に
メ
ス
を
入
れ
る
ા
置

と
し
て
、
発
・
ண
૒
方
の
ՙ

ओ
に
一
定
の
イ
ン
ύ
ク
ト
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
ै
来
の
ೝ

識
を
改
め
、
悪
し
き
঎
慣
習

を
ੋ
ਖ਼
す
る
ܖ
ػ
と
な
る
こ

と
が
期
଴
さ
れ
る
。

基
本
的
に
は
ՙ
ओ
側
の
取

引
に
関
す
る
ن
੍
だ
が
、
運

送
事
業
者
は
実
ࡍ
に
業
຿
ෛ

୲
を
強
い
ら
れ
る
当
事
者
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
ண

ՙ
ओ
側
の
問
୊
を
提
起
し
、

改
善
を
ٻ
め
や
す
く
な
る
Մ

ೳ
ੑ
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
物
ྲྀ

特
घ
指
定
の
運
用
・
ࣥ
行
状

に
問
୊
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
取
引
関
܎
に
ண
目
し
て

ن
੍
ા
置
を
ߨ
じ
る
方
針
。

具
体
的
に
は
、
ண
ՙ
ओ
側

が
運
送
事
業
者
に
ແ
ঈ
で
ՙ

ủ
෺
ྲྀ
ಛ
घ
ࢦ
ఆ
Ứ
վ
ਖ਼
΁

着荷主側による不当行為を規制
無償の荷役・荷待ち強要を禁止

ް
生
࿑
ಇ
ল
は
３
月
５

日
、「
࿑
ಇ
時
間
౳
に
関
す

る
࿑
ಇ
者
の
ҙ
識
・
ҙ
向
ア

ン
ケ
ー
ト
ௐ
ࠪ
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。

ௐ
ࠪ
は
、
ಇ

き
方
改
ֵ
関
連

法
ࢪ
行
か
ら
５

年
を
ܴ
え
た
こ

と
を
受
け
、
࿑

ಇ
時
間
な
ど
に

関
す
る
࿑
ಇ
者

の
ҙ
識
や
ҙ
向

を
೺
Ѳ
し
、
今

後
の
࿑
ಇ
基
準

関
܎
法
੍
の
見

直
し
検
౼
を
行

う
基
ૅ
ࢿ
料
と

す
る
た
め
実
ࢪ
。
࿑
ಇ
者
３

０
０
０
人
を
対
৅
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。

ௐ
ࠪ
結
果
に
よ
る
と
、
࿑

ಇ
時
間
に
つ
い
て「
こ
の
ま

ま
で
よ
い
」
と
す
る
回
౴
が

�9
・
５
ˋ
で
最
多
と
な
っ

た
。「
ݮ
ら
し
た
い
」
は
�0
・

０
ˋ
、「
૿
や
し
た
い
」
は

10
・
５
ˋ
だ
っ
た
。

࿑
ಇ
時
間
を
૿
や
し
た
い

理
由（
ෳ
਺
回
౴
）で
は「
た

く
さ
ん
Ք
ぎ
た
い
か

ら
」
が
41
・
６
ˋ
で

最
も
多
く
、「
残
業

代
が
な
い
と
家
計
が

ݫ
し
い
」
な
ど
ऩ
入

面
の
理
由
が
目
立
っ

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
・

日
本
՟
物
運
送
ڠ
同
組
合
連

合
ձ
の
ٻ
ՙ
ٻ
ं
情
ใ
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
̴
̱
Ｋ
̞
̩
の

成
約
運
賃
指
਺
に
よ
る
と
、

ྩ
和
８
年
２
月
の
指
਺
は
１

３
７
で
、
前
月
よ
り
１

⻲
上
回
っ
た
が
、
前
年

同
月
を
２
⻲
下
回
っ
た
。

３
か
月
連
続
で
前
年

同
月
比
を
下
回
っ
た
が
、
ґ

વ
と
し
て
高
い
水
準
を
ҡ
持

し
て
い
る
。

ՙ
物
情
ใ（
ٻ
ं
）
登
࿥

件
਺
は
1�
万
３
３
１
１
件

で
、
前
年
同
月
比
19
・
３
ˋ

ݮ
少
。
成
約
率
は
17
・
８
ˋ

で
同
２
・
４
⻲
૿
加
し
た
。

た
。
こ
の
ほ
か
、

「
ࣗ
分
の
ϖ
ー
ス

で
࢓
事
を
し
た

い
」と
の
回
౴
も
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
、
ا
業
３
２
７

社
を
対
৅
と
し
た
ώ
ア
リ
ン

グ
で
は
、「
࿑
ಇ
時
間
は
現

状
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る

ا
業
が
最
も
多
か
っ
た
が
、

「
࿑
ಇ
時
間
を
૿
や
し
た
い
」

と
す
る
ҙ
見
も
み
ら
れ
た
。

業
種
ผ
で
は
、
運
༌
・
༣

便
業
か
ら
υ
ラ
イ
ό
ー
の

「
Ք
ぎ
た
い
」
と
い
う
χ
ー

ズ
を
എ
景
に
、
ൟ
๩
期
に
は

件
අ
の
上
ঢ

な
ど
を
౿
ま

え
、
実
අ
ベ

ー
ス
で
手
਺
料
水
準
を
見
直

す
。改

ਖ਼
に
よ
り
、
現
行
の
登

࿥
手
਺
料（
̤
̨
̨
ਃ
੥
）３

５
０
Ỗ
７
０
０
ԁ
は
、
４
５

０
Ỗ
７
５
０
ԁ
に
、
同（
૭

ޱ
ਃ
੥
）３
０
０
Ỗ
１
０
０

０
ԁ
は
、
４
０
０
Ỗ
１
３
０

格
や
څ
付
水
準
の
整
理
を
行

う
ほ
か
、
࿑
災
保
ݥ
څ
付
の

੥
ٻ
期
限（
時
効
）に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
２
年
と
し
て

い
た
も
の
の
一
部
を
、

５
年
へ
延
長
す
る
な
ど

の
見
直
し
を
行
う
。
ま

た
、
࿑
災
保
ݥ
੍
౓
の

運
用
に
関
す
る
所
要
の

ن
定
整
備
も
実
ࢪ
す
る

と
し
て
い
る
。

改
ਖ਼
内
༰
は
全
࢈
業

の
࿑
ಇ
者
を
対
৅
と
し

て
お
り
、
運
送
業
の
࿑

ಇ
者
に
も
ద
用
さ
れ

る
。
政
府
は
今
後
、
関

連
法
の
整
備
を
進
め
、

ྩ
和
９
年
４
月
１
日
の
ࢪ
行

を
༧
定
し
て
い
る
。

国
土
交
通
ল
は
、
ࣗ
動
ं

の
登
࿥
や
検
ࠪ
な
ど
に
܎
る

手
਺
料
を
見
直
す
た
め
、
道

࿏
運
送
ं
両
法
関
܎
手
਺
料

ྩ
の
一
部
を
改
ਖ਼
す
る
政
ྩ

を
ֳ
ٞ
決
定
し
た
。
３
月

11
日
に
公
෍
し
、
４
月
１
日

か
ら
ࢪ
行
す
る
。
物
価
や
人

ް
࿑
ল
の
࿑
ಇ

政
ࡦ
৹
ٞ
ձ
は
こ

の
ほ
ど
、「
࿑
ಇ

者
災
֐
補
ঈ
保
ݥ

法
౳
の
一

部
を
改
ਖ਼

す
る
法
཯

Ҋ
要
ߝ
」

に
つ
い
て

ް
࿑
大
ਉ

に
౴
ਃ
し

た
。
࿑
災
補
ঈ
੍
౓

を
取
り
巻
く
社
ձ
状

況
の
ม
化
な
ど
を
౿

ま
え
、
遺
଒
補
ঈ
年

金
の
支
څ
要
件
の
見

直
し
や
、
࿑
災
保
ݥ

څ
付
に
܎
る
੥
ٻ
期
限
の
延

長
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

ओ
な
内
༰
で
は
、
遺
଒
補

ঈ
年
金
に
つ
い
て
、
受
څ
ࢿ

࿑
ಇ
時
間
を
૿
や
し
た
い
と

の
ҙ
見
が
ڍ
が
っ
た
。
一
方

で
、
家
ఉ
生
活
と
の
両
立
、

݈
߁
面
や
交
通
事
ނ
の
૿
加

な
ど
安
全
面
へ
の
懸
念
、
人

ࡐ
確
保・定
ண
の
観
点
か
ら
、

現
行
の
࿑
ಇ
時
間
ن
੍
は
९

り
。
５
ि
連

続
の
値
上
が

り
で
、
１
８

０
ԁ
超
は
ॳ
め
て
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
ա
ڈ
最
高
値

は
、
昨
年
４
月
７
日
時
点
の

１
６
９・８
ԁ
ʗ
Ἄ
で
、こ
れ

を
10・８
ԁ
上
回
っ
て
い
る
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ

は
、
燃
料
価
格
が
急
騰
す
る

状
況
を
౿
ま
え
、３
月
�7
日

ޕ
前
11
時
か
ら
、
ઍ
代
田
区

の
ࣗ
由
民
ओ
ౘ
本
部
で
全
国

ハ
イ
Ϡ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合

ձ
と
日
本
ό
ス
ڠ
ձ
と
合
同

で
、「
燃
料
価
格
高
騰
౳
経

営
ة
ػ
ಥ
ഁ
総
決
起
大
ձ
」

を
開
࠵
す
る
。

０
ԁ
と
な
る
。
国
や
ࣗ
動
ं

ٕ
ज़
総
合
ػ
ߏ
に
ೲ
付
す
る

現
行
の
検
ࠪ
手
਺
料
の
合
計

（
̤
̨
̨
ਃ
੥
）１
２
０
０
Ỗ

１
７
０
０
ԁ
は
、
１
４
５
０

Ỗ
２
１
０
０
ԁ
に
、
同（
૭

ޱ
ਃ
੥
）３
０
０
Ỗ
２
６
０

０
ԁ
は
、
４
０
０
Ỗ
２
９
０

０
ԁ
と
な
る
。

一
方
、
ࣗ
動
ं
メ
ー
カ
ー

が
ਃ
੥
す
る
ܕ
ࣜ
指
定
な
ど

の
手
਺
料
は
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
近
年
の
メ
ー
カ

ー
の
不
ਖ਼
事
Ҋ
を
౿
ま
え
、

৹
ࠪ
体
੍
の
強
化
を
図
る
た

め
、
ࣗ
動
ं
の
ܕ
ࣜ
指
定
は

８
万
ԁ
か
ら
16
万
ԁ
に
ഒ
૿

す
る
。

詳
ࡉ
は
、
国
交
ল
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

守
す
べ
き
と
の
ҙ
見
も
示
さ

れ
て
い
る
。

同
ল
で
は
今
回
の
ௐ
ࠪ
結

果
を
౿
ま
え
、
࿑
ಇ
市
場
改

ֵ
分
Պ
ձ
や
࿑
ಇ
政
ࡦ
৹
ٞ

ձ
で
࿑
ಇ
基
準
関
܎
法
੍
を

ٞ
࿦
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

ࢿ
ݯ
Τ
ネ
ル
Ϊ
ー
ி
は
３

月
1�
日
、
石
油
੡
品
価
格
ௐ

（ࠪ
３
月
16
日
時
点
）の
結

果
を
公
表
し
た
。
軽
油
の
全

国
店
頭
現
金
小
ച
価
格
は
１

７
８
・
４
ԁ
ʗ
Ἄ
で
前
ि
比

��
・
６
ԁ
値
上
が
り
し
、５

ि
連
続
の
値
上
が
り
と
な

っ
た
。
２
０
０
８（
平
成
�0
）

年
８
月
４
日
時
点
の
１
６

７
・
４
ԁ
ʗ
Ἄ
の
最
高
値
を

ߋ
新
し
た
。

東
京
は
１
８
０
・
６
ԁ
ʗ

Ἄ
で
同
�6
・
６
ԁ
の
値
上
が

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

２
月
は
１
３
７
に

前
年
比
２
㌽
減
少

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

লަࠃ

道
路
運
送
車
両
法
関
係

手
数
料
令
の
一
部
改
正

ް
࿑
ল
労働者災害補償保険法を
改正する法律案要綱答申

࿑
ಇ
࣌
ủؒ
ݱ
ঢ়
ҡ
࣋
Ứ
࠷
ଟ

ް
࿑
ল
ʮಇ͖ํվֵؔ࿈๏施ޙߦ
̑೥ͷ総点ݕʯௐࠪ݁Ռ

ं
ݕ
ख
਺
ྉ
̐
݄
͔
Β
Ҿ
͖
্
͛

࿑ࡂอݥ制度ݟ௚͠΁

౦
ژ
͸
̍
̔
̌
ԁ
௒
͑
ʹ

શ
ࠃ
ฏ
ۉ
̍
̓
̔
ɾ̐
ԁ
ʹ

ա
ڈ
࠷
ߴ
஋
Λ
ߋ
৽

Τ
ω
ி
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̏
日

ϩ
ジ
ݚ
物
ྲྀ
政
ࡦ
ษ

強
ձ

４
日

物
ྲྀ
経
営
士
՝
ఔ
˜

物
ྲྀ
政
ࡦ
ҕ
һ
ձ
˜
༌
送

૬
ஊ
һ
ݚ
修
ձ

̒
日

総
຿
小
ҕ
һ
ձ

̕
日

ঁ
ੑ
部
ਖ਼
෭
本
部
長

ձ
ٞ
˜
同
װ
事
ձ
˜
同
ঁ

ੑ
経
営
者
物
ྲྀ
政
ࡦ
ษ
強

ձ
˜
৯
ྐ
ઐ
໳
部
ձ
麦
・

ค
ҕ
һ
ձ

ø÷
日

東
京
都
交
付
金
事
業

৹
ٞ
ҕ
һ
ձ
˜
ਖ਼
෭
ձ
長

ừ
̏
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

ừ
４
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

̔
日
 

1�
時
�0
分
ử
物
ྲྀ

経
営
士
՝
ఔ（
東
ト
総
合

ձ
館
）
˝
14
時
ử
మ
߯
ઐ

໳
部
ձ
໾
һ
ձ	

同
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用


˝
1�
時
ử
ਖ਼

ձ
øø
日

ϩ
ジ
ݚ
チ
ャ
リ
ς
ỹ

ゴ
ル
フ
ί
ン
ϖ
˜
運
༌
安

全
ҕ
һ
ձ
˜
物
ྲྀ
経
営
士

՝
ఔ
˜
税
੍
金
༥
ҕ
һ
ձ

øù
日

ϩ
ジ
ݚ
海
֎
交
ྲྀ

（
マ
レ
ー
シ
ア
ʗ
Ỗ
1�
日
）

˜
環
境
ҕ
һ
ձ
ਖ਼
෭
ҕ
һ

長
ձ
ٞ
˜
環
境
ҕ
һ
ձ
˜

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤

Ｋ
̮
̤
２
０
２
６
ڠ
ࢍ
ا

業
・
ஂ
体
ื
集
説
明
ձ
˜

同
実
行
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
ձ

（ٞ
支
部
説
明
ձ
）
˜
同

ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー
ϓ
ձ

ٞ
øú
日

経
営
者
η
ミ
ナ
ー

෭
ձ
長
ձ（
同
）
˝
16
時

ử
ϩ
ジ
ݚ
ਖ਼
෭
本
部
長
ձ

（ٞ
同
）
˝
17
時
ử
三
組

৫
連
བྷ
ձ（
同
）

̕
日
 

14
時
ử
重
量
品
ઐ

໳
部
ձ
ҕ
һ
ձ（
東
ト
総

合
ձ
館
）

ø÷
日
 

街
頭
指
ಋ
活
動

「
౷
一
実
ࢪ
日
」
˝
９
時

�0
分
ử
ॳ
೚
運
転
者
特

ผ
ߨ
習（
東
ト
総
合
ձ
館
）

˝
1�
時
ử
ࢴ
・
ύ
ル
ϓ
ઐ

໳
部
ձ
໾
һ
ձ（
同
）

øú
日
 

1�
時
�0
分
ử
৯

料
・
ञ
類
ҿ
料
ઐ
໳
部
ձ

໾
һ
ձ（
東
ト
総
合
ձ
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

øû
日
 

1�
時
ử
μ
ン
ϓ
ઐ

໳
部
ձ
全
体
ձ
（ٞ
東
ト

総
合
ձ
館
）
˝
16
時
ử
関

東
・
ߕ
信
ӽ
重
量
部
ձ
ਖ਼

෭
部
ձ
長
・
ҕ
һ
・
؂
事

合
同
ձ
（ٞ
同
ʗ
̬
̴
̱

ซ
用
）

øü
日
 

1�
時
�0
分
ử
物
ྲྀ

経
営
士
՝
ఔ（
東
ト
総
合

ձ
館
）
˝
1�
時
ử
都
ி
・

区
໾
所
ઐ
໳
部
ձ
໾
һ
ձ

（
同
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

２
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��12���ԁ
ˑロʔϦʔ ฏۉ ��11���ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��12��1ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��125�1ԁ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
運

༌
安
全
ҕ
һ
ձ（
৿
本
勝
໵

ҕ
һ
長
）は
３
月
11
日
、
東

ト
総
合
ձ
館
で
ྩ
和
７
年
౓

第
３
回
ҕ
һ
ձ（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
࠵
し
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動（
４
月
６
Ỗ

1�
日
）の
取
り
組
み
に
つ
い

て
確
ೝ
す
る
と
と
も
に
、
第

47
回
υ
ラ
イ
ό
ー
・
ί
ン
ς

ス
ト
の
開
࠵
、７
年
౓
の
ҕ

һ
ձ
活
動
ใ
ࠂ
お
よ
び
８
年

౓
事
業
計
画
Ҋ
な
ど

に
つ
い
て
৹
ٞ
・
承

ೝ
し
た
。

๯
頭
、
৿
本
ҕ
һ

長
は「
今
年
の
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

で
は
、
東
ト
ڠ
と
し

て
４
月
10
日
を
౷
一

実
ࢪ
日
と
し
、
事
ނ

๷
止
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
昨
年

は
ձ
һ
が
第
一
当
事

者
と
な
る
交
通
ࢮ
๢

事
ނ
が
５
件
発
生
し

た
。
今
年
は
発
生
し
て
い
な

い
も
の
の
、
ձ
һ
֎
を
ؚ
め

た
ࢮ
๢
事
ނ
は
現
時
点
で
４

件
と
、
昨
年
同
期
と
比
べ
૿

加
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
ਪ

移
す
れ
ば
、
発
生
件
਺
は
昨

年
を
上
回
る
恐
れ
が
あ
る
。

ԣ
அ
歩
道
上
や
交
差
点
で
の

ࢮ
๢
事
ނ
が
多
発
܏
向
に
あ

る
た
め
、
歩
行
者
保
ޢ
の
基

本
と
な
る
安
全
確
ೝ
の
ప
ఈ

を
お
ئ
い
し
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
に
ઌ
立
ち
、

東
京
運
༌
支
ہ
の
石

Ҫ
ஐ
大
཮
運
ٕ
ज़
ઐ

໳
׭
が
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
ਪ
進

要
ߝ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
、
ܯ
ࢹ

ி
交
通
部
交
通
総
຿

՝
の
末
࣍
޺
明
交
通

安
全
組
৫
܎
長
が
、

「
交
通
事
ނ
๷
止
対

ࡦ
Ỗ
世
界
一
の
交
通

安
全
都
市
̩
̤
Ｋ
̮

̤
を
目
指
し
て
Ỗ
」

と
୊
し
て
ߨ
࿩
し
た
。

༌
送
の
安
全
確
保
に
関
す

る
事
業（
運
転
者
な
ど
ス
Ω

ル
ଅ
進
）で
は
、
ॳ
೚
運
転

者
特
ผ
ߨ
習
ձ
を
対
面
と
̚

ラ
ー
χ
ン
グ
の
ซ
用
で
実
ࢪ

し
、
受
ߨ
ػ
ձ
の
֦
ॆ
を
図

る
。
ま
た
、
今
年
౓
実
ࢪ
し

た
̚
ラ
ー
χ
ン
グ
形
ࣜ
の
運

転
者
教
ҭ
ଅ
進
に
܎
る
助
成

金
は
廃
止
し
、
今
年
１
月
か

ら
開
始
し
た
動
画
配
信
に
よ

る
運
転
者
教
ҭ
を
継
続
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
支
部
街
頭

活
動
で
は
、
国
や
地
方
公
ڞ

ஂ
体
な
ど
が
ओ
࠵
す
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
ࢀ
加
経
අ
を

支
援
対
৅
と
し
て
、
新
た
に

追
加
す
る
。

さ
ら
に
、
運
転
者
ద
ੑ
਍

அ（
ॳ
೚
・
ద
ྸ
਍
அ
）、運

転
記
࿥
証
明
ॻ
の
交
付
、
運

行
؅
理
者
一
ൠ
ߨ
習
受
ߨ
料

へ
の
助
成
の
ほ
か
、
運
行
؅

理
者
ࢼ
験
事
前
ߨ
習
ձ
、
対

面
形
ࣜ
に
よ
る
運
転
者
ߨ
習

ձ
・
事
ނ
๷
止
η
ミ
ナ
ー
、

運
転
者
ٕ
ೳ
ڝ
ٕ
ձ
な
ど
を

継
続
し
て
実
ࢪ
し
、
υ
ラ
イ

ό
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
ࢹ
点
で

サ
ϙ
ー
ト
事
業
を
展
開
す
る
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

で
は
、
４
月
10
日
を
街
頭
指

ಋ
活
動
の「
౷
一
実
ࢪ
日
」

と
し
、
各
支
部
が
歩
ௐ
を
合

わ
せ
て
交
通
安
全
活
動
を
実

ࢪ
。
期
間
中
は
、
屋
֎
Ϗ
ジ

ἀ
ン
で
交
通
安
全
ܒ
発
映
૾

を
放
映
す
る
な
ど
、
効
果
的

に
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま

た
、
ळ
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
つ
い
て
は
、「
౷
一
実

ࢪ
日
」を
９
月
�4
日
と
し
た
。

ใ
ࠂ
事
߲
で
は
、
ϓ
ラ
ン

２
０
２
５
目
標
ୡ
成
フ
ル
η

ミ
ナ
ー
・
生
命
の
メ
ッ
η
ー

ジ
展
の
開
࠵
、８
年
交
通
ࢮ

ই
事
ނ
ݮ
少
ف
ئ
、７
年
౓

大
ܕ
ं
の
ं
ྠ
୤
落
事
ނ
๷

止
ݚ
修
ձ
の
開
࠵
、
同
動
画

配
信
に
よ
る
運
転
者
教
ҭ

（
法
定
1�
߲
目
）の
実
ࢪ
状

況
、７
年
中
の
ܯ
ࢹ
ி
؅
内

に
お
け
る
事
業
用
՟
物
ं
関

༩
の
ࢮ
๢
事
ނ
発
生
状
況
、

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ҿ
ञ
事

ނ
事
ྫ
な
ど
を
説
明
し
た
。

東
ト
ڠ
ઍ
代
田

支
部（
田
中
හ
೭

支
部
長
）、
中
央

支
部（
ᖒ
഼
३
支

部
長
）、
ߓ
支
部

（
ࡔ
田
生
子
支
部

長
）は
３
月
９
日
、

中
央
区
の
ۜ
࠲
ϒ

ϩ
ッ
サ
ム
で
ྩ
和

７
年
౓「
運
転
者

ߨ
習
ձ
」
を
開
࠵

し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
ᖒ
഼
中

央
支
部
長
は「
対
面
形
ࣜ
で

の
ߨ
習
ձ
に
、
多
く
の
υ
ラ

イ
ό
ー
が
集
ま
っ
た
。
改
め

て
݈
߁
・
体
ௐ
؅
理
に
ཹ
ҙ

し
、
安
全
運
転
に
౒
め
て
ほ

し
い
。
本
日
の
ߨ
ࢣ
は
ة
ݥ

に
つ
い
て
ਂ
い
知
見
を
持
つ

方
々
。
ة
ݥ
を
知
る
こ
と
が

安
全
運
転
の
第
一
歩
と
な
る

た
め
、
ϓ
ϩ
と
し
て
ϓ

ϩ
か
ら
の
࿩
を
ࢀ
ߟ
に

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

ߨ
習
ձ
で
は
、
ܯ
ࢹ

ி
高
速
道
࿏
交
通
ܯ
࡯

ୂ
計
画
܎
ओ
೚
の
平
ౢ

෢
߂
ࢯ
が「
交
通
事
ނ

๷
止
の
ϙ
イ
ン
ト
」
と

୊
し
て
ߨ
࿩
。
事
ނ
๷

止
に
は
、
ᶃ
速
౓
超
ա

の
抑
੍
、
ᶄ
十
分
な
ं

間
距
離
の
確
保
、
ᶅ
な

が
ら
運
転
の
ې
止
、
ᶆ

ద
切
な
ं
ઢ
ม
ߋ
Ổ
Ổ

が
重
要
と
し
、
こ
れ
ら

を
ప
ఈ
す
る
こ
と
で
事

ނ
は
ݮ
少
す
る
と
解
説
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
高
速
道
࿏

૸
行
時
に
は
交
通
情
ใ
൘
を

஫
ࢹ
し
、
状
況
೺
Ѳ
に
౒
め

る
よ
う
ݺ
び
か
け
た
。

続
い
て
、
ϓ
ϩ
デ
Ω
ỿ
ー

ϒ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ߔ

ޱ
朝
ٱ
ࢯ
が「『
た
か
が
運

転
』
思
ߟ
が
ট
く『
な
が
ら

運
転
』」
と
୊
し
て
ߨ
ԋ
。

運
転
中
は「
２
ඵ
」
の
࿬
見

で
事
ނ
に
つ
な
が
る
一
方
、

「
１
ඵ
」
の
確
ೝ
で
安
全
ੑ

が
高
ま
る
と
し
、
確
ೝ
行
動

の
重
要
ੑ
を
強
ௐ
し
た
。
ま

た
、
ं
内
を
生
活
ۭ
間
化
さ

せ
ず
、
整
理
整
಴
を
ప
ఈ
す

る
こ
と
が
࿬
見
๷
止
に
つ
な

が
る
と
指
ఠ
。
さ
ら
に
、
η

ル
フ
ί
ン
ト
ϩ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、周
囲
へ
の「
い
か
り
」

で
は
な
く「
り
か
い
」
を
ҙ

識
す
る
こ
と
が
安
全
運
転
に

つ
な
が
る
と
ड़
べ
た
。

東
ト
ڠ
は
今
年
౓
か
ら
、

新
た
に
̚
ラ
ー
χ
ン
グ（
̚

̡
）に
よ
る
ॳ
೚
運
転
者
特

ผ
ߨ
習
を
実
ࢪ
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
１
月
か
ら
動
画
配

信
に
よ
る
運
転
者
教
ҭ（
法

定
1�
߲
目
）を
開
始
し
た
。

各
ߨ
習
は
い

ず
れ
も
ແ
料

で
受
ߨ
で

き
、
೚
ҙ
の

ߨ
習
ػ
ձ
を

બ
୒
で
き
る

こ
と
か
ら
、

υ
ラ
イ
ό
ー

の
利
便
ੑ
向

上
と
؅
理
者

の
ෛ
୲
軽
ݮ
に
つ
な
が
る
た

め
、
運
転
者
教
ҭ
の
確
実
な

実
ࢪ
の
後
ԡ
し
と
な
る
。

来
年
౓
の
事
業
計
画
Ҋ
で

も
、
̚
̡
に
よ
る
ॳ
೚
運
転

者
特
ผ
ߨ
習
と
動
画
配
信
に

よ
る
運
転
者
教
ҭ
を
継
続
実

ࢪ
す
る
༧
定
で
、
利
用
ଅ
進

を
図
る
た
め
各
支
部
で
説
明

ձ
を
開
࠵
し
て
い
る
。
１
月

1�
日
の
東
ト
総
合
ձ
館
で
の

支
部
事
຿
ہ
向
け
説
明
ձ
に

続
き
、
ᷤ
০
支
部（
ླ
໦
ߩ

支
部
長
）が
１
月
�7
日
に
支

部
説
明
ձ
を
ઌ
行
し
て
開
࠵

し
た
。
今
後
も
支
部
な
ど
で

行
う
༧
定
。

東
ト
ڠ
ߥ
川
支

部（
金
原
༟
一
支

部
長
）・
台
東
支

部（
দ
本
有
࢘
支

部
長
）は
３
月
２

日
、
ߥ
川
区

の
サ
ン
ύ
ー

ル
ߥ
川
で
説

明
ձ
を
開
࠵
。
金
原
支

部
長
は「
ߥ
川
・
台
東

両
支
部
に
は
中
小
ا
業

が
多
く
、
運
転
者
教
ҭ

に
ۤ
࿑
し
て
い
る
事
業

者
も
少
な
く
な
い
。
本

部
で
は
動
画
配
信
に
よ

る
運
転
者
教
ҭ
を
開
始

し
た
。
ແ
料
で
利
用
で

き
る
た
め
、
各
事
業
者

の
教
ҭ
π
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
ͥ
ひ
活
用
し
て
ほ
し

い
。
今
後
、
巡
回
指
ಋ
の
ࡍ

に
不
備
と
な
ら
な
い
よ
う
、

本
日
の
説
明
ձ
を
ࢀ
ߟ
に
、

確
実
な
運
転
者
教
ҭ
の
実
ࢪ

東
ト
ڠ
ਂ
川
支

部（
∁
橋
ܓ
一
࿠

支
部
長
）と
๽
田

支
部（
߳
川
ল
࢘

支
部
長
）は
３
月

６
日
、
๽
田
区
の

す
み
だ
࢈
業
ձ
館

で
説
明
ձ
を
開
࠵

し
た
。
∁
橋
支
部
長
は「
運

転
者
教
ҭ
は
各
社
そ
れ
ͧ
れ

の
や
り
方
が
あ
る
。
ຖ
月
実

ࢪ
す
る
ձ
社
も
あ
れ
ば
、
２

か
月
分
を
ま
と
め
て
行
う
ձ

社
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
υ

ラ
イ
ό
ー
を
集
め
て
実
ࢪ
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
１
回

で
済
む
場
合
も
あ
れ
ば
、
同

じ
内
༰
を
Կ
౓
も
実
ࢪ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
時
間
的
な
ෛ
୲
も
大
き

か
っ
た
。
今
回
の
動
画
配
信

を
活
用
す
れ
ば
、
ձ
社
側
の

時
間
を
節
約
で
き
る
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
、
ͥ

ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

を
お
ئ
い
し
た
い
」
と
ड़
べ

た
。説

明
ձ
で
は
、
業
຿
部
交

通
・
環
境
̜
の
᛹
川
ୡ
໵
෭

ࢀ
事
が
、
動
画
配
信
に
よ
る

運
転
者
教
ҭ
と
̚
̡
に
よ
る

ॳ
೚
運
転
者
特
ผ
ߨ
習
に
つ

い
て
、
ಋ
入
状
況
や
実
ࢪ
要

領
を
説
明
。
続
い
て
、
̚
̡

ॳ
೚
運
転
者
特
ผ
ߨ
習
の
બ

定
事
業
者
で
あ
る
デ
ỹ
・
ク

リ
Τ
イ
ト
の
୲
当
者
が
、
東

ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
か
ら
行

う
各
運
転
者
教
ҭ
の
ਃ
し
込

み
方
法
や
̦
ˍ
Ａ
を
紹
介
し

た
。

い
」と
ड़
べ
た
。

説
明
ձ
で
は
、
業
຿

部
交
通
・
環
境
̜
の
᛹

川
෭
ࢀ
事
が
動
画
配
信

に
よ
る
運
転
者
教
ҭ
に

つ
い
て
、
実
ࡍ
に
配
信

さ
れ
て
い
る
動
画
を
ࢹ

ௌ
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
理
解
౓
確
ೝ
シ
ー

ト
兼
教
ҭ
記
࿥
฽
に
よ

る
؅
理
方
法
な
ど
の
ྲྀ

れ
を
説
明
。
１
年
を
か

け
て
動
画
が
配
信
さ
れ

る
こ
と
や
、交
通
安
全・

݈
߁
؅
理
関
連
の
Φ
ϓ
シ
ἀ

ン
動
画
の
配
信
、
周
知
用
ϙ

ス
タ
ー
の
̥
̙
̛
デ
ー
タ
配

信
な
ど
、
サ
ϙ
ー
ト
体
੍
も

紹
介
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
ま
ず
８
年
౓

υ
ラ
イ
ό
ー
・
ί
ン
ς
ス
ト

の
開
࠵
日
ఔ
や
ࢀ
加
ਃ
し
込

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ใ

ࠂ
。
ֶ
Պ
・
実
Պ
ڝ
ٕ
と
表

জ
ࣜ
を
、
そ
れ
ͧ
れ
ผ
日
ఔ

で
実
ࢪ
す
る
。

続
い
て
、７
年
౓
の
ҕ
һ

ձ
活
動
ใ
）ࠂ
２
月
末
時
点
）

を
示
し
た
後
、８
年
౓
事
業

計
画
Ҋ
を
৹
・ٞ承
ೝ
し
た
。

８年度事業計画案を承認

ϓϩͱͯ͠ϓϩ͔ΒݥةΛֶͿ

動
画
配
信
運
転
者
教
育
を
展
開

౦
ト
協

֤
ࢧ
෦
Ͱ
આ
໌
ձ
։
࠵

東τڠ ӡ༌҆શ委員会

荒川・台東支部

深川・墨田支部

ಈը഑৴ӡసऀڭҭ
̡̚ॳ೚ӡసऀڭҭ

東

τ

ڠ

ୈ
̍
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ
千
代
田
・
中
央
・
港
支
部



第1341号（ � ） ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̏ ݄��೔ڠ 会

東
ト
ڠ
ঁ
ੑ
部
は
３
月
９

日
、
東
ト
総
合
ձ
館
で
ྩ
和

７
年
౓「
ঁ
ੑ
経
営
者
物

ྲྀ
政
ࡦ
ษ
強
ձ
」
を
開
࠵

し
、
原
価
計
算
の
重
要
ੑ

に
つ
い
て
ֶ
ん
だ
。
ߨ
ࢣ

の
六
興
実
業（
Ἒ
৓
ݝ
ࡔ
東

市
）の
段
ྛ
修
平
代
表
取
క

段
ྛ
ࢯ
は
、
物
ྲྀ
の
２
０

２
４
年
問
୊
に
よ
る
࿑
ಇ
時

間
ن
੍
や
Ք
ಇ
日
਺
の
ݮ

少
、
燃
料
や
ं
両
価
格
の
上

ঢ
な
ど
に
よ
り
、
運
送
業
界

の
経
営
環
境
は
一
૚
ݫ
し
く

な
っ
て
い
る
と
指
ఠ
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
は
、
感
覚

的
な
経
営
で
は
な
く
、
ࣗ
社

の
原
価
を
೺
Ѳ
し
、
運
賃
の

組
み
立
て
が
不
Մ
ܽ
と
し
た
。

ߨ
ԋ
で
は
、
現
在
の
実
੷

原
価
に
加
え
、
ं
両
ߋ
新
や

人
件
අ
の
上
ঢ
な
ど
、
ক
来

の
ί
ス
ト
を
見
込
ん
だ「
理

૝
原
価
」の
ߟ
え
方
を
紹
介
。

実
੷
原
価
と
理
૝
原
価
の
૒

方
か
ら
ऩ
支
を
分
ੳ
す
る
こ

と
で
、
ద
ਖ਼
な
運
賃
水
準
を

೺
Ѳ
で
き
る
と
説
明
し
た
。

最
後
に
、

ՙ
ओ
と
の
関

܎
に
つ
い
て

は「
Ϗ
ジ
ネ

ス
は
਺
ࣈ
だ
け
で
成
り
立
つ

も
の
で
は
な
く
、
日
頃
の
関

܎
ੑ
や
信
པ
関
܎
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
つ
」
と
強
ௐ
。

「
だ
か
ら
こ
そ
取
引
は
フ
ỻ

ア
で
あ
る
べ
き
」
と
し
、
୯

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
環

境
ҕ
һ
ձ（
஛
内
政
࢘
ҕ
һ

長
）は
３
月
1�
日
、
東
ト
総

合
ձ
館
で
ྩ
和
７
年
౓
第

２
回
ҕ
һ
ձ（
̬
̴
̱
ซ
用
）

を
開
࠵
し
、
環
境
保
全
に
関

す
る
事
業
の
実
ࢪ
状
況
を
ใ

ࠂ
す
る
と
と
も
に
、８
年
౓

事
業
計
画
Ҋ
な
ど
を
৹
ٞ
・

承
ೝ
し
た
。

๯
頭
、஛
内
ҕ
һ
長
は「
法

改
ਖ਼
な
ど
へ
の
対
応
は
業
界

に
と
っ
て
大
き
な
節
目
と
な

っ
て
い
る
が
、
環
境
に
配
ྀ

し
た
༌
送
の
取
り
組
み
も
重

要
だ
。
̘
̤
２
ഉ
出
量
࡟
ݮ

に
向
け
て
、
国
の『
カ
ー
ボ

ン
χ
ỿ
ー
ト
ラ
ル
』
や
東
京

都
の『
θ
ϩ
Τ
ミ
ッ
シ
ἀ
ン

東
京
』
の
ࢪ
ࡦ
に
、
業
界
と

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
ड़
べ
、
環

境
対
ࡦ
へ
の

ਪ
進
を
ݺ
び

か
け
た
。

ٞ
事
で
は

ま
ず
、
環
境

保
全
に
関
す

る
事
業
に
つ

い
て
ใ
ࠂ
。

７
年
౓
環
境

改
善
ଅ
進
事

業
の
補
助
金

ਃ
੥
状
況

（
２
月
末
現

在
）
で
は
、

環
境
ੑ
ೳ
༏
ྑ
ト
ラ
ッ
ク
ಋ

入
補
助
と
し
て
̚
（̫
ి
気
）

ト
ラ
ッ
ク
�1
台
、
̝
̫
ト
ラ

ッ
ク
��
台
に
補
助
を
実
ࢪ
し

た
ほ
か
、
ল
Τ
ネ
対
ࡦ
用
ػ

器
の
ಋ
入
補
助
を
行
っ
た
。

ま
た
、
࣍
世
代
ト
ラ
ッ
ク
の

普
及
ଅ
進
に
向
け
た
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク
説
明
ձ
も
開
࠵
し
た
。

グ
リ
ー
ン
・
Τ
ί
ϓ
ϩ

ジ
ỻ
ク
ト（
̜
̚
̥
）
事
業

で
は
、
ࢀ
加
事
業
者
５
４
８

的
で
は
な
く
、
̜
̚
̥
事
業

を
継
続
・
֦
大
さ
せ
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

検
౼
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、８
年
౓
の
環
境

保
全
に
関
す
る
事
業
計
画
Ҋ

を
৹
ٞ
。
環
境
改
善
ଅ
進
事

業
と
し
て
、
持
続
Մ
ೳ
な
社

ձ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
環
境
改
善
補
助
事
業

の
実
ࢪ
、
説
明
ձ
開
࠵
、
૬

ஊ
૭
ޱ
の
整
備
、
関
܎
ػ
関

と
の
連
ܞ
、
環
境
関
連
情
ใ

の
提
ڙ
、
՟
物
༌
送
ධ
価
੍

౓
な
ど
の
ܒ
発
・
周
知
な
ど

を
進
め
る
一
方
、
環
境
ੑ
ೳ

༏
ྑ
ト
ラ
ッ
ク
ಋ
入
ଅ
進
補

助
で
は
普
及
に
向
け
、
̚
̫

ト
ラ
ッ
ク
に
対
す
る
補
助
を

継
続
実
ࢪ
し
、
̘
̣
（̜
圧

ॖ
天
વ
ガ
ス
）ト
ラ
ッ
ク
は

全
ト
ڠ
補
助
の
み
に
ม
ߋ
す

る
。
ল
Τ
ネ
対
ࡦ
用
ػ
器
ಋ

入
補
助
で
は
、
助
成
対
৅
を

一
部
ม
ߋ
す
る
。

ま
た
、
̜
̚
̥
ਪ
進
活
動

と
し
て
、
イ
ン
η
ン
ς
ỹ
ϒ

補
助
な
ど
に
取
り
組
む
方
針

社
、
ࢀ
加
ं
両
台
਺
１
万
８

６
８
３
台
と
な
っ
て
い
る
。

η
ミ
ナ
ー（
̬
̴
̱
ซ
用
）

は
計
１
５
０
回
開
࠵
し
、
延

べ
６
６
６
人
が
ࢀ
加
。
̜
̚

̥
ࢀ
加
イ
ン
η
ン
ς
ỹ
ϒ
と

し
て
、
環
境
ੑ
ೳ
༏
ྑ
ं
ಋ

入
で
は
��
社
67
台
の
ト
ラ
ッ

ク
に
補
助
を
行
っ
た
ほ
か
、

グ
リ
ー
ン
経
営
ೝ
証
補
助
で

は
1�
社
の
ߋ
新
ਃ
੥
が
あ
っ

た
。
あ
わ
せ
て
、̜
̚
̥

ʵ

̟
̤
̗
サ
イ
ト
の
実
੷
に
つ

い
て
も
ใ
ࠂ
し
た
。

さ
ら
に
、
ະ
来
ܕ
̜
̚
̥

事
業
検
౼
小
ҕ
һ
ձ（
౻
૔

ହ
徳
小
ҕ
һ
長
）に
お
け
る

̜
̚
̥
デ
ジ
タ
ル
化（
Ҋ
）

の
検
౼
状
況
と
し
て
、
燃
අ

デ
ー
タ
の
ߏ
ங
イ
メ
ー
ジ
の

ほ
か
、
動
画
配
信
を
活
用
し

た
Τ
ί
υ
ラ
イ
ϒ
教
ҭ
に
つ

い
て
説
明
。
౻
૔
小
ҕ
һ
長

は「
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
が
目

に
運
賃
引
き
上
げ
を
ٻ
め
る

の
で
は
な
く
、
ࣗ
社
の
ί
ス

ト
ߏ
଄
や
原
価
を
示
し
な
が

ら
、
ࠜ
拠
を
持
っ
て
説
明
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

東
ト
ڠ
は
３
月

４
日
、
東
ト
総
合

ձ
館
で
ྩ
和
７
年

ς
ー
ϓ
で

区
画
し
た

場
所
へ
運
ൖ
し
、ൖ
出
）ޱ
ཪ

ޱ
）ま
で
の
動
ઢ
を
確
ೝ
し

た
܇。

練
終
ྃ
後
の
ߨ
ධ
で
ࠤ

ٱ
間
支
部
長
は
、
区
の
৬
һ

に
対
し
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
ձ
੨
年
部
長
と
し
て
東
日

本
大
震
災
で
経
験
し
た
状
況

を
紹
介
し
た
上
で
、「
ٹ
援

物
ࢿ
༌
送
の
՝
୊
を
改
善
す

る
た
め
、支
部
長
に
ब
೚
後
、

支
部
と
区
の
إ
の
見
え
る
関

܎
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

発
災
時
に
ԁ
׈
な
ٹ
援
物
ࢿ

運
用
が
で
き
る
体
੍
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
܇
練
を

重
ね
て
も
し
も
の
災
֐
に
備

え
て
い
き
た
い
」
と
ड़
べ
、

܇
練
を
క
め
く
く
っ
た
。

東
ト
ڠ
大
田
支

部（
谷
ޱ
ᚸ
二
支

部
長
）は
３
月
８

日
、
区
立
新
॓
小

ֶ
ߍ
で
行
わ
れ
た

大
田
区
総
合
๷
災

܇
練（
ו
田
東
ձ

場
）に
ࢀ
加
し
た
。

東
ト
ڠ
練
馬
支

部（
ࠤ
ٱ
間
߃
޷

支
部
長
）は
３
月

９
日
、
区
立
光
が

ٰ
体
ҭ
館
で
、
練

馬
区
ة
ػ
؅
理
室

๷
災
ਪ
進
՝
な
ど

と
ڠ
力
し
、
ྩ
和

７
年
౓
地
域
内
༌

送
拠
点
܇
練
を
実

ࢪ
し
た
。
開
࠵

に
当
た
り
、
同

՝
の
新
田
୎
՝

長
は「
東
ト
ڠ
練
馬
支
部
と

は
、
災
֐
時
の
物
ྲྀ
業
຿
に

関
す
る
ڠ
定
を
క
結
し
て
い

る
。
ڠ
定
は
క
結
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
い
か
に

実
効
ੑ
を
持
た
せ
る
か
が
重

要
だ
。
今
回
の
܇
練
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
܇
練
で
見
え
て

き
た
՝
୊
に
対
応
し
、
࣍
の

՝
୊
を
見
つ
け
ら
れ
る
有
ҙ

や
気
ީ
ม
動
に

よ
る
水
֐
な
ど

を
എ
景
に
、
地

域
の
安
全
・
安
心
へ
の
ҙ
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。
ट
都
直

下
地
震
の
よ
う
な
大
ن
໛
災

֐
に
備
え
る
に
は
、
区
や
๷

災
ػ
関
だ
け
で
な
く
地
域
の

力
を
結
集
し
、
ࣗ
助
・
ڞ
助

の
取
り
組
み
を
ண
実
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

当
日
は
同
支
部
ձ
һ
の
２

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
出
動

し
、
人
һ
６
人
を
動
һ
。
支

部
は
区
と「
災
֐
時
に
お
け

る
ٹ
援
物
ࢿ
౳
の
༌
送
用
ं

両
の
༏
ઌ
提
ڙ
に
関
す
る
ڠ

定
」
を
క
結
し
て
お
り
、
今

回
の
܇
練
は
こ
れ
に
基
づ
き

実
ࢪ
さ
れ
た
。
ڠ
定
は
平
成

�6
年
に
క
結
さ
れ
た
も
の

で
、
よ
り
ਝ
速
か
つ
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
の
見
直
し

も
検
౼
さ
れ
て
お
り
、
٠
஑

ਖ਼
ߒ
෭
ձ
長
や
谷
ޱ
支
部
長

を
は
じ
め
、
支
部
໾
һ
が
܇

練
の
様
子
を
ࢹ
࡯
し
た
。

物
ྲྀ
܇
練
で
は
、
区
の
備

蓄
૔
ݿ
か
ら
๷
災
用
ク
ラ
ッ

カ
ー
や
ア
ル
フ
Ỹ
化
米
、
؆

қ
ト
イ
レ
な
ど
の
ٹ
援
物
ࢿ

を
ੵ
ࡌ
し
、
新
॓
小
ֶ
ߍ
ま

で
༌
送
。
避
೉
所
と
な
る
小

ֶ
ߍ
へ
の
ൖ
入
で
は
、
ं
両

଴
ػ
場
所
の
確
保
な
ど
が
՝

୊
と
な
る
た
め
、
各
町
ձ
で

運
ൖ
や
࢓
分
け
を
୲
う
リ
ー

μ
ー
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

ϓ
を
ฤ
成
し
、
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
の
ՙ
下
ろ
し
、
ٹ
援
物
ࢿ

の
確
ೝ
・
࢓
分
け
、
各
町
ձ

避
೉
所
へ
の
運
ൖ
ま
で
の
一

連
の
手
ॱ
を
確
ೝ
し
た
。

ま
た
、
υ
ラ
イ
ό
ー
か
ら

物
ࢿ
を
受
け
取
り
、
リ
レ
ー

形
ࣜ
で
１
࣍
集
ੵ
所
へ
運
ぶ

基
づ
い
た
地
域
内
༌
送
の
実

証
を
行
っ
た
。

指
ش
命
ྩ
・
༌
送
܇
練

で
は
、
発
災
か
ら
1�
時
間
後

を
૝
定
し
、
区
の
集
中
備
蓄

૔
ݿ
２
か
所
か
ら
４
か
所
の

避
೉
場
所
へ
ٹ
援
物
ࢿ
を
༌

送
。
体
ҭ
館
内
に
設
置
さ
れ

た
๷
災
η
ン
タ
ー
に
は
、
練

馬
支
部
か
ら
田
ؙ
ਖ਼
一
๷
災

対
ࡦ
ҕ
һ
長
を
配
置
し
、
区

の
要
੥
を
受
け
て
支
部
事
຿

ٛ
な
ػ
ձ
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

当
日
は
練
馬
支
部
ձ
һ
の

４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
、
２
Ἁ

ト
ラ
ッ
ク
４
台
が
出
動
し
、

人
һ
1�
人
を
動
һ
し
た
ほ

か
、
練
馬
区
৬
һ
�1
人
も
ࢀ

加
。
区
内
の
各
避
೉
所
へ
物

ࢿ
を
༌
送
す
る
拠
点
と
し
て

い
る
光
が
ٰ
体
ҭ
館
で
、
指

ش
命
ྩ
ܥ
౷
の
確
ೝ
と
、
発

災
後
の
タ
イ
ム
ς
ー
ϒ
ル
に

所
へ
連
བྷ
。
支
部
の
指
示
を

受
け
た
υ
ラ
イ
ό
ー
が
各
૔

ݿ
で
物
ࢿ
を
ੵ
み
込
み
、
避

೉
所
へ
運
ん
だ
。

ま
た
、
発
災
か
ら
��
時
間

後
を
૝
定
し
、
国
の
新
物
࣭

シ
ス
ς
ム「
̗
Ổ
̥
̡
̾
」

を
活
用
し
た
܇
練
も
実
ࢪ
。

体
ҭ
館
に
౸
ண
し
た
都
か
ら

の
ٹ
援
物
ࢿ
を
ՙ
下
ろ
し

し
、
在
ݿ
情
ใ
の
整
理
や
物

ࢿ
の
分
類
・
࢓
分
け
、
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
ੵ
ࡌ
を
行
い
、
各

避
೉
所
へ
༌
送
し
た
。
運
用

܇
練
で
は
、区
৬
һ
に
対
し
、

練
馬
支
部
メ
ン
ό
ー
が
ਵ
時

ア
υ
ό
イ
ス
を
行
い
、
ൖ
入

）ޱ
表
ޱ
）で
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
ՙ
下
ろ
し
し
た
物
ࢿ
を
ύ

レ
ッ
ト
に
ࡌ
せ
、
ハ
ン
υ
リ

フ
ト
で
館
内
へ
ൖ
送
。
ཆ
生

手
ॱ
も
実
ࢪ
。
実
ࡍ
の
災
֐

時
に
は
、
小
ֶ
ߍ
に
避
೉
し

た
約
１
０
０
０
人
分
の
物
ࢿ

が
届
け
ら
れ
る
૝
定
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
応
急
څ
水
ખ

܇
練
、
災
֐
時
の
ト
イ
レ
ߨ

࠲
、や
さ
し
い
日
本
語
ߨ
࠲
、

起
震
ं
・
煙
体
験
܇
練
、
ま

ち
か
ど
๷
災
܇
練
ं
な
ど
の

ϩ
ー
ς
ー
シ
ἀ
ン
܇
練
を
各

町
ձ
で
実
ࢪ
。
さ
ら
に
、
町

ձ
対
߅
の
ό
ケ
π
リ
レ
ー
も

行
わ
れ
た
。

な
お
、
܇
練
に
は
ࣗ
Ӵ
ୂ

の
ਬ
事
ं
両
も
出
動
し
、
ࢀ

加
者
に
カ
レ
ー
が
ৼ
る
෣
わ

れ
た
。

܇
練
に
は
、
ו
田
５
ஸ
目
南

町
ձ
、
同
４
ஸ
目
町
ձ
、
ו

田
公
ஂ
ࣗ
治
ձ
、
ו
田
本
町

１
ஸ
目
町
ձ
、
同
２
ஸ
目
町

ձ
の
区
民
が
ࢀ
加
し
、
子
ど

も
か
ら
高
ྸ
者
ま
で
幅
広
い

世
代
が
集
ま
っ
た
。

܇
練
に
ઌ
立
つ
開
ձ
ࣜ

で
、
大
田
区
の
ླ
໦
থ
խ
区

長
は「
近
年
は
地
震
の
ස
発

౓
༌
送
૬
ஊ
һ
ݚ
修
ձ（
̬

̴
̱
ซ
用
）を
開
࠵
し
た
。

ݚ
修
で
は
、
東
京
都
行
政
ॻ

士
ձ
運
༌
交
通
部
の
ҏ
౻
大

介
ࢯ
が「
２
０
２
６
年
１
月

１
日
ࢪ
行

改
ਖ਼
行
政
ॻ
士

法
」
を
ς
ー
マ
に
、
ڠ
ձ
業

຿
と
行
政
ॻ
士
法
と
の
整
合

ੑ
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

東
ト
ڠ
で
は
、
༌
送
૬
ஊ

૭
ޱ
を
各
支
部
౳
に
設
置

し
、
一
ൠ
都
民
・
ձ
һ
か
ら

の
༌
送
に
関
す
る
૬
ஊ
や
ҙ

見
、
ۤ
情
な
ど
を
受
け
付
け

て
い
る
ほ
か
、
引

ӽ
૬
ஊ
に
も
対
応

し
て
い
る
。

໾
が
、「『
ト
ラ
ッ
ク
経

営
の
見
え
る
化
』
か
ら

は
じ
め
る
運
送
ձ
社
経

営
の
޷
॥
環
」
を
ς
ー

マ
に
、
今
後
の
経
営
改

善
に
向
け
た
具
体
的
な

ア
ϓ
ϩ
ー
チ
に
つ
い
て

ߨ
ԋ
し
た
。

と
し
、
こ
れ
ら
事
業
計
画
Ҋ

を
承
ೝ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、８
年
౓
に
実

ࢪ
༧
定
の
国
や
東
京
都
の
補

助
੍
౓
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し
た
。

原
価
把
握
が
運
賃
交
渉
の
鍵

経
営
の
見
え
る
化
で
改
善
を

改
正
行
政
書
士
法
の

要
点
を
解
説

̔೥౓ܭۀࣄըҊΛঝೝ

؀
ڥ
ର
ࡦ
ิ
ॿ
ࣄ
ۀ
の
ର
৅
を
ݟ
௚
͠

東τڠ 環境委員会

地
域
防
災
か
ら
大
災
害
対
応
へ

支
部
と
区
、顔
の
見
え
る
関
係
で
推
進

区総合防災訓練に参加

地域内輸送拠点訓練を実施

東
τ
ڠ
大
田
支
部

東
τ
ڠ
練
馬
支
部 東

τ
ڠ
女
性
部

෺
ྲྀ
੓
ࡦ
ษ
ڧ
会

輸送相談員研修会東ト協
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年２月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 21 3 6 1 0 2 1 0 1 6 41
関与事故件数 20 3 6 1 0 2 1 0 1 14 48
（前年比） +3 −1 +3 ±0 ±0 +2 +1 ±0 +1 −8 +1

中
型

１当件数 10 10 4 0 0 2 0 0 0 5 31
関与事故件数 10 8 4 0 0 2 0 0 0 12 36
（前年比） −1 −2 −1 -1 ±0 −2 −1 ±0 ±0 −5 −13

準
中
型

１当件数 29 14 5 4 0 6 1 0 0 8 67
関与事故件数 30 12 6 4 0 5 1 0 0 32 90
（前年比） +11 −5 −7 +2 −1 +3 ±0 ±0 ±0 −10 −7

普
通
・
軽

１当件数 61 29 25 8 3 9 1 2 1 29 168
関与事故件数 64 23 30 8 3 9 2 2 1 76 218
（前年比） +4 −7 −11 +3 −4 −2 ±0 ±0 +1 +18 +2

合
計

１当件数 121 56 40 13 3 19 3 2 2 48 307
関与事故件数 124 46 46 13 3 18 4 2 2 134 392
（前年比） +17 −15 −16 +4 −5 +1 ±0 ±0 +2 −5 −17

死
者
数

大型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

関
東
運
༌
ہ
と

東
京
࿑
ಇ
ہ
は
３

月
1�
日
、
東
ト
総

合
ձ
館
で
第
17
回

「
ト
ラ
ッ
ク
༌
送

に
お
け
る
取
引
環

境
・
࿑
ಇ
時
間
改

善
東
京
都
地
方
ڠ

ٞ
ձ
」
を
開
࠵
し

た
。
ྩ
和
７
年
౓

の
ڠ
ٞ
ձ
に
お
け

る
取
り
組
み
や
、

事
຿
ہ
か
ら
の
周

知
事
߲
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、

公
ਖ਼
取
引
ҕ
һ
ձ

が
中
小
受
ୗ
取
引

ద
ਖ਼
化
法
の
֓
要
な
ど
を
解

説
。
ま
た
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
ձ
ձ
һ
事
業
者
か
ら
、

取
引
環
境
や
࿑
ಇ
時
間
を
巡

る
現
場
で
の
ม
化
・
՝
୊
な

ど
の
実
態
が
ใ
ࠂ
さ
れ
た
。

๯
頭
、
関
運
ہ
の
౻
田
礼

子
ہ
長
は「
物
ྲྀ
の
２
０
２

４
年
問
୊
は
一
ա
ੑ
の
も
の

で
は
な
く
、
２
０
３
０
年
に

向
け
て
ݫ
し
い
状
況
が
続

く
。
物
ྲྀ
ػ
ೳ
を
ҡ
持
す
る

た
め
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
取
引
環
境
や
࿑
ಇ
環

境
を
改
善
し
、
業
界
を
ັ
力

あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
改
ਖ਼
法
や
ن
੍
を
९

守
し
た
上
で
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
と
ՙ
ओ
を
ؚ
め
た
サ
ϓ

ラ
イ
チ
ỻ
ー
ン
全
体
で
ڠ
力

し
、
取
引
環
境
の
ద
ਖ਼
化
や

υ
ラ
イ
ό
ー
の
࿑
ಇ
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
東
࿑

ہ
の
૿
田
࢚
࿠

ہ
長
は「
関
܎

者
と
連
ܞ
し
、

発
ՙ
ओ
・
ண
ՙ

ओ
の
理
解
と
ڠ

力
を
得
な
が

ら
、
ト
ラ
ッ
ク

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ

は
、
ྩ
和
８
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動（
４
月
６
Ỗ
1�

日
）に
合
わ
せ
て
実
ࢪ
計
画

を
ࡦ
定
し
、
各
都
道
府
ݝ
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
に
事
前
準
備
を

ಇ
き
か
け
る
な
ど
、
効
果
的

な
実
ࢪ
を
図
る
。
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
は
、
安
全
運
行

や
ं
両
の
安
全
ੑ
の
確
保
、

事
ނ
情
ใ
な
ど
の
ऩ
集
に
よ

る
安
全
ҙ
識
の
高
༲
な
ど
に

取
り
組
む
。

国
土
交
通
ল
の
同
実
ࢪ
計

画
に
基
づ
き
実
ࢪ
߲
目
を
定

め
た
も
の
で
、
ґ
વ
と
し
て

後
を
絶
た
な
い
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
ҿ
ञ
運
転
事
Ҋ

や
、
事
ނ
の
約
൒
਺
を
追
ಥ

事
ނ
が
占
め
、
か
つ
ࢮ
๢
・

重
ই
事
ނ
の
約
４
ׂ
が
交
差

点
で
発
生
し
て
い
る
現
状
を

౿
ま
え
、「
ҿ
ञ
運
転
の
ࠜ

絶
」、「
追
ಥ
事
ނ
お
よ
び
交

差
点
に
お
け
る
事
ނ
の
๷

止
」
の
２
点
を
最
重
点
ਪ
進

߲
目
と
し
て
取
り
組
み
を
ప

ఈ
す
る
。

な
お
、全
ト
ڠ
は
来
年
౓
、

４
月
10
日
を「
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
交
通
事
ނ
θ
ϩ
を
目

指
す
日
」
と
੍
定
し
、
全
国

で
౷
一
し
た
事
ނ
๷
止
活
動

を
展
開
す
る
。

ừ
最
重
点
推
進
項
目
Ử

˜
ҿ
ञ
運
転
の
ࠜ
絶
ử
全

ト
ڠ
が
作
成
し
た「
ҿ
ञ
運

転
๷
止
対
ࡦ
マ
χ
ỿ
ア
ル
」

を
活
用
し
、
運
転
者
な
ど
に

対
す
る
ア
ル
ί
ー
ル
検
知
器

の
ܞ
行
、
ञ
気
ଳ
び
の
有
ແ

の
測
定
方
法
お
よ
び
測
定
結

果
の
確
実
な
ใ
ࠂ
な
ど
に
つ

い
て
指
ಋ
を
ప
ఈ
す
る
。
ま

た
、
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
ό
ー

へ
の
ҿ
ञ
運
転
し
な
い
こ
と

の
એ
ݴ
ॻ
ॺ
名
な
ど
、
事
業

者
な
ど
と
連
ܞ
し
た
取
り
組

み
の
強
化
を
図
る

˜
追
ಥ
事
ނ
お
よ
び
交
差

点
に
お
け
る
事
ނ
の
๷
止
ử

事
ނ
๷
止
η
ミ
ナ
ー
を
全
国

開
࠵
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
ނ
実
態
に
ଈ
し
た
運
転

者
へ
の
指
ಋ・教
ҭ
を
ଅ
す
。

ま
た
、
事
ނ
๷
止
に
有
効
な

安
全
૷
置
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
追
ಥ
事
ނ
๷
止
お
よ
び

交
差
点
に
お
け
る
事
ނ
๷
止

運
送
事
業
に
お
け
る
取
引
環

境
の
改
善
や
長
時
間
࿑
ಇ
の

抑
੍
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
実
効
ੑ
あ
る

ࢪ
ࡦ
に
よ
り
、
ಇ
き
方
改
ֵ

を
一
૚
ਪ
進
し
、
さ
ら
な
る

業
界
の
発
展
に
つ
な
げ
た

い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
ま
ず
、
関
運
ہ

が
ద
ਖ਼
な
運
賃
ऩ
受
や
ト
ラ

の
ప
ఈ
を
図
る

ừ
重
点
推
進
項
目
Ử

˜
通
ֶ
࿏
・
生
活
道
࿏
に

お
け
る
こ
ど
も
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
お
よ
び
ࣗ
転
ं
利

用
者
の
安
全
確
保
と
交
通
事

ނ
๷
止

˜
༦
฻
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
者
お
よ
び
ࣗ
転
ं
利
用
者

の
交
通
事
ނ
๷
止

˜
ܞ
ଳ
・
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ

ン
の
࢖
用
ې
止
な
ど
運
転
マ

ナ
ー
の
ప
ఈ

˜
高
速
道
࿏
に
お
け
る
事

ނ
の
๷
止

˜
ト
レ
ー
ラ
事
ނ
の
๷
止

˜
݈
߁
起
Ҽ
事
ނ
の
๷
止

˜
ա
࿑
運
転
౳
の
๷
止

「̃
̬
̚
̗
൛
ώ
Ϡ
リ
ハ

ッ
ト
集
」
を
活
用
し
た
安
全

ҙ
識
の
高
༲

と
の
連
ܞ
、
取
引
慣
行
の
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
説

明
し
た
。

こ
の
後
、
取
引
環
境
や
࿑

ಇ
時
間
を
巡
る
現
場
で
の
ม

化
・
՝
୊
な
ど
の
実
態
に
つ

い
て
、
ҕ
һ
か
ら
ҙ
見
が
ड़

べ
ら
れ
た
。

ด
ձ
に
当
た
り
、
東
ト
ڠ

の
水
野
ޭ
ձ
長
は「
関
܎
法

ྩ
の
改
ਖ਼
や
成
立
は
、
業
界

に
と
っ
て
歴
史
的
な
転
׵
点

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ア
ゲ
イ

ン
ス
ト
だ
っ
た
風
が
フ

Ỽ
ϩ
ー
の
風
へ
と
ม
わ

り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
޷
ػ
を

逃
さ
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ

ό
ー
の
଴
遇
改
善
や
業
界
の

社
ձ
的
地
位
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
օ
様
の
理
解

と
ڠ
力
を
お
ئ
い
し
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

な
お
、
同
ڠ
ٞ
ձ
に
は
東

ト
ڠ
か
ら
、
水
野
ձ
長
の
ほ

か
、
鎮
目
ོ
༤
・
৿
本
勝
໵

両
෭
ձ
長
、
ᷤ
০
支
部
の
ླ

໦
ߩ
支
部
長
が
ҕ
һ
と
し
て

ࢀ
画
し
て
い
る
。

ッ
ク
・
物
ྲྀ
̜
メ
ン
の
活
動

を
は
じ
め
、
取
引
環
境
の
ద

ਖ਼
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
改
ਖ਼

՟
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
法
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ௐ
ࠪ
結

果
を
ใ
ࠂ
し
た
。

続
い
て
、
東
京
運
༌
支
ہ

が
、
改
ਖ਼
物
ྲྀ
法
の
周

知
や
改
ਖ਼
事
業
法
ア
ン

ケ
ー
ト
ௐ
ࠪ
結
果
を
౿

ま
え
た
対
応
、
υ
ラ
イ

ό
ー
確
保
対
ࡦ
と
し
て

高
ߍ
訪
問
や
ࣗ
Ӵ
ୂ
へ

の
ಇ
き
か
け
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。東
ト
ڠ
は
、

ಇ
き
方
改
ֵ
関
連
法
Ҋ

へ
の
対
応
、人
ࡐ
確
保
、

標
準
的
運
賃
・
料
金
の

周
知
ଅ
進
な
ど
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。
東

࿑
ہ
は
、
ࣗ
ओ
点
検
の

実
ࢪ
や
関
܎
行
政
ػ
関

αϓϥイνΣーンશମͰྗڠを全
ト
協  

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
計
画

଴
۰
վ
ળ
・
ࣾ
会
త
஍
Ґ
޲
্
΁

औҾڥ؀ɾ࿑ಇ࣌ؒվળ
౦ژ౎஍ํٞڠձ 関運局

東労局
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全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
ձ
は

３
月
５
日
、
東

京
・
ߓ
区
の
第

一
ホ
ς
ル
東
京
で
第
２
１
４

回
理
事
ձ
を
開
࠵
し
、
ྩ
和

８
年
౓
の
事
業
計
画
ॻ（
Ҋ
）

や
一
ൠ
ձ
計
・
交
付
金
特
ผ

ձ
計
の
各
ऩ
支
༧
算
ॻ（
Ҋ
）

な
ど
を
৹
ٞ
・
承
ೝ
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
運
༌
事
業

ৼ
興
助
成
交
付
金
੍
౓
の
現

状
ҡ
持
や
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼

化
二
法
・
改
ਖ਼
物
ྲྀ

法
へ
の
対
応
な
ど
を

˔
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
ྩ
和
７
年
౓「
ト
ラ
ッ

ク
の
日
」
ࣇ
ಐ
絵
画
作
品
ί

ン
ς
ス
ト
表
জ
ࣜ
を
開
࠵
す

る（
１
日
）

˔
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
第
１
２
６
回
交
通
対
ࡦ

ҕ
һ
ձ
で
、「
ҿ
ञ
運
転
ࠜ

絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
取
り
組
み
強
化
に
つ

い
て
」
を
決
ٞ
す
る
。
改
め

て
業
界
が
一
ؙ
と
な
っ
て
ҿ

ञ
運
転
ࠜ
絶
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る（
４
日
）

˔
警
視
庁
交
通
部
、
東
ト

ڠ
を
通
じ
て
ձ
һ
事
業
者
に

対
し
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
す
る
交
通
安
全

対
ࡦ
の
さ
ら
な
る
強
化
ਪ
進

に
つ
い
て
」
の
文
ॻ
を
発
出

し
、
交
通
事
ނ
๷
止
対
ࡦ
へ

の
ڠ
力
を
要
੥
す
る（
５
日
）

˔
第
２
０
４
回
法
制
審
議

会
、「
ة
ݥ
運
転
க
ࢮ
ই
ࡑ

の
見
直
し
に
関
す
る
要
ߝ

（
ࠎ
子
）」
を
法
຿
大
ਉ
に
౴

ਃ
す
る
。
ة
ݥ
運
転
に
対
す

る
ߏ
成
要
件
の
明
確
化
・
客

観
化
を
柱
と
し
、「
ࣗ
動
ं

の
運
転
に
よ
り
人
を
ࢮ
ই
さ

せ
る
行
ҝ
౳
の
処
േ
に
関
す

る
法
཯
の
一
部
改
ਖ਼
Ҋ（
ࣗ

動
ं
運
転
処
േ
法
改
ਖ਼
Ҋ
）」

と
し
て
提
出
す
る（
1�
日
）

˔
東
ト
協
、
多
ຎ
広
域
๷

災
૔
）ݿ
立
川
市
）な
ど
で
、

東
京
都
の
ྩ
和
７
年
౓「
広

域
༌
送
基
地
運
営
܇
練
・
多

ຎ
広
域
๷
災
૔
ݿ
に
お
け
る

実
動
܇
練
」
に
ࢀ
加
し
、
都

備
蓄
物
ࢿ
の
払
い
出
し
Φ
ϖ

レ
ー
シ
ἀ
ン
な
ど
の
܇
練
を

行
い
、
有
事
対
応
の
手
ॱ
を

確
ೝ
す
る（
1�
日
）

˔
国
土
交
通
省
物
流
・
自

動
車
局
安
全
政
策
課
、
՝
長

名
の
通
ୡ「
高
速
道
࿏
本
ઢ

上
に
設
置
さ
れ
た
৐
合
ό
ス

ఀ
ཹ
所
へ
の
ற
ఀ
ं
に
つ
い

て
」を
発
出
す
る（
�0
日
）

˔
東
京
都
環
境
局
、
東
ト

ڠ
と
ڞ
࠵
で
ྩ
和
７
年
౓
ト

ラ
ッ
ク
を
用
い
た
Τ
ί
υ
ラ

イ
ϒ
ߨ
習
ձ
を
開
࠵
す
る

（
�1
日
）

˔
水
野
功
会
長
、
̩
̤
Ｋ

̮
̤
̛
̢
の
ラ
ジ
Φ
番
組

「
̤
̣
̚
̢
̤
̧
̣
̞
̣

̜
」に
生
出
ԋ
し
、「
物
ྲྀ
の

２
０
２
４
年
問
୊
」
か
ら
２

年
が
経
ա
し
た
物
ྲྀ
現
場
の

状
況
に
つ
い
て
語
る（
�6
日
）

˔
国
交
省
、
す
べ
て
の
՟

物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
者
を

対
৅
に「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
の
ద
ਖ਼
原
価
に
関
す
る
実

態
ௐ
ࠪ
」
を
実
ࢪ
す
る
。
ௐ

ࠪ
は
、
՟
物
ࣗ
動
ं
運
送
事

業
法
の
改
ਖ਼
の
झ
ࢫ
を
౿
ま

え
、
ద
ਖ਼
原
価
の
設
定
に
当

た
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
原
価
ߏ
଄
を
೺
Ѳ
す
る

た
め
、
期
間
を
延
長
し
２
月

�7
日
ま
で
実
ࢪ
す
る（
�7
日
）

柱
と
す
る
最
重
点
ࢪ
ࡦ
10
߲

目
と
重
点
ࢪ
ࡦ
６
߲
目
を
ܝ

げ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

進
化
・
発
展
を
通
じ
て
、
わ

が
国
の
経
済
と
生く

ら
し活
を
支
え

て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
寺
Ԭ
洋

一
ձ
長
は「
運
༌
事
業
ৼ
興

助
成
交
付
金
੍
౓
を
守
ら
な

け
れ
ば
、
全
ト
ڠ
と
47
都
道

府
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
の
่
յ

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
運

༌
事
業
ৼ
興
助
成
法
改
ਖ਼
法

東
京
都
環
境
ہ
は
３
月
５

日
、
中
央
区
の
野
ଜ
ί
ン
フ

Ỹ
レ
ン
ス
ϓ
ラ
β
日
本
橋
５

֊
大
ホ
ー
ル
で
、「
՟
物
༌

送
ධ
価
੍
౓
η
ミ
ナ
ー
」
を

開
࠵
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
都
環
境

ہ
環
境
改
善
部
の
中
島
ོ
行

部
長
が
登
ஃ
し
、
՟
物
༌
送

ධ
価
੍
౓
が
平
成
�4
年
౓
の

Ҋ
の
年
౓
内
成
立
に
向
け
、

օ
様
の
支
援
を
お
ئ
い
し
た

い
」と
ૌ
え
た
。

８
年
౓
事
業
計
画
で
は
、

最
重
点
ࢪ
ࡦ
と
し
て
、
ᶃ
運

༌
事
業
ৼ
興
助
成
交
付
金
੍

౓
の
現
状
ҡ
持
、
ᶄ
ト
ラ
ッ

ク
ద
ਖ਼
化
二
法
お
よ
び
改
ਖ਼

物
ྲྀ
法
へ
の
対
応
、
ᶅ
標
準

的
運
賃
の
活
用
な
ど
に
よ
る

運
賃
・
料
金
ऩ
受
の
ਪ
進
お

よ
び
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税

率
の
廃
止
に
൐
う
今
後
の
対

応
、
ᶆ
交
通
事
ނ
๷
止
、
ҿ

ञ
運
転
ࠜ
絶
お
よ
び
࿑
災
事

ނ
๷
止
の
ਪ
進
、
ᶇ
ト
ラ
ッ

ク
・
物
ྲྀ
̜
メ
ン
と
̜
メ
ン

ௐ
ࠪ
һ
の
連
ܞ
に
よ
る
ՙ
ओ

対
ࡦ
の
ਂ
౓
化
の
ਪ
進
、
ᶈ

軽
油
価
格
カ
ル
ς
ル
へ
の
対

応
お
よ
び
燃
料
高
騰
対
ࡦ
な

ど
の
ਪ
進
、
ᶉ
多
様
な
ࢪ
ࡦ

に
よ
る
ྑ
࣭
な
υ
ラ
イ
ό
ー

の
人
ࡐ
確
保
、
賃
上
げ
お
よ

び
マ
ナ
ー
教
ҭ
の
ਪ
進
、
ᶊ

高
速
道
࿏
料
金
の
値
上
げ
્

止
・
ׂ
引
の
֦
ॆ
お
よ
び
重

要
物
ྲྀ
道
࿏
౳
広
域
道
࿏
ネ

ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
整
備
な
ど
࢖

い
や
す
い
道
࿏
の
実
現
、
ᶋ

ద
ਖ਼
化
事
業
の
ਪ
進（
̙
・

̚
事
業
所
の
重
点
化
）に
よ

る
法
ྩ
९
守
の
ప
ఈ
、
ᶌ
新

ٕ
ज़
を
活
用
し
た
物
ྲྀ
̙
̭

開
始
か
ら
今
年
౓
で
14
年
目

を
ܴ
え
、
今
年
౓
の
ධ
価
事

業
者
਺
が
４
０
２
事
業
者
に

ୡ
し
た
こ
と
を
ใ
ࠂ
。「
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
を
は
じ

め
、
関
܎
者
の
支
援
と
౒
力

の
ࣀ
物
」と
謝
ҙ
を
示
し
た
。

η
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、
̣

お
よ
び
効
率
化
の
ਪ
進
Ổ
Ổ

の
10
߲
目
を
ܝ
げ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化
二
法
の

ࢪ
行
に
向
け
た
対
応
と
し

て
、
事
業
ڐ
Մ
ߋ
新
੍
౓
や

ద
ਖ਼
原
価
の
ࡦ
定
に
つ
い

て
、
同
対
ࡦ
ҕ
һ
ձ
で
の
৹

ٞ
を
౿
ま
え
、
ద
ٓ
対
応
す

る
。
ま
た
、
ҕ
ୗ
࣍
਺
の
੍

限
お
よ
び
ҧ
法
な「
ന
ト
ラ
」

に
܎
る
ՙ
ओ
౳
の
取
り
క
ま

り
に
関
す
る
周
知
と
९
守
、

改
ਖ਼
物
ྲྀ
法
に
܎
る
঎
慣
行

の
見
直
し
や
ՙ
଴
ち
・
ՙ
໾

時
間
の
࡟
ݮ
な
ど
物
ྲྀ
効
率

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中

小
受
ୗ
取
引
ద
ਖ਼
化
法
の
周

知
と
९
守
、
時
間
֎
࿑
ಇ
の

上
限
ن
੍
９
６
０
時
間
お
よ

び
改
ਖ਼
改
善
基
準
ࠂ
示
の
९

守
な
ど
を
図
る
。

関
東
経
済

࢈
業
）ہ
ؠ

田
ହ
ہ
長
）

と
関
東
運
༌

）ہ
౻
田
礼

子
ہ
長
）は

３
月
３
日
、

新
॓
区
の
東

ト
総
合
ձ
館

７
֊
大
ձ
ٞ

室
で「
フ
ỹ

ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

η
ミ
ナ
ー
̸

̽
Ｋ
Ａ
̣
̩
̤
Ỗ
と
も
に

ߟ
え
る
持
続
Մ
ೳ
な
物
ྲྀ
の

あ
り
方
Ỗ
」
を
開
࠵
し
、
物

ྲྀ
事
業
者
や
ՙ
ओ
ا
業
の
୲

当
者
ら
が
多
਺
ࢀ
加
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
ؠ
田
関

東
経
࢈
ہ
長
は「
２
０
３
０

年
に
૝
定
さ
れ
る
物
ྲྀ
ة
ػ

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
物

ྲྀ
事
業
者
だ
け
で
な
く
ՙ
ओ

ا
業
も
一
体
と
な
り
、
標
準

化
や
ڞ
同
化
を
進
め
、
ప
ఈ

し
た
物
ྲྀ
効
率
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
伴
と
な
る

の
が
、
フ
ỹ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
だ
」と
強
ௐ
し
た
。

ま
た
、
౻
田
関
運
ہ
長
は

「
物
ྲྀ
の
ॾ
՝
୊
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
঎
慣
行
の
見

直
し
、
物
ྲྀ
の
効
率
化
、
ՙ

ओ
・
消
අ
者
の
行
動
ม
༰
と

い
う
３
つ
の
柱
に
対
応
す
べ

き
で
、
׭
民
一
体
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
法

整
備
も
進
ん
で
い
る
」
と
ड़

べ
た
。

η
ミ
ナ
ー
で
は
、
経
済
࢈

業
ল
঎
຿
・
サ
ー
Ϗ
ス
グ
ル

ン
ト
の
室
լ
利
一
ࢯ
が「
ՙ

ओ
へ
の
ア
ϐ
ー
ル
に
つ
な
げ

る
՟
物
༌
送
ධ
価
੍
౓
౳
の

活
用
」
と
୊
し
て
ߨ
ԋ
。
室

լ
ࢯ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
燃
අ
で
も
っ
と
ධ
価

さ
れ
て
も
よ
い
理
由
を
ڍ

げ
、「
ՙ
ओ
は
༌
送
効
率
を
、

ト
ン
Ω
ϩ
当
た
り
で
確
ೝ
す

る
こ
と
が
多
い
が
、
ੵ
ࡌ
率

向
上
を
前
提
と
す
れ
ば
、
分

฼
か
ら
重
量
を
֎
し
た『
Ἄ

ʗ
㌔
㍍
』
で
も
同
౳
の
ධ
価

が
Մ
ೳ
」
と
し
、
こ
う
し
た

指
標
で
事
業
者
を
ධ
価
す
る

࿮
組
み
の
普
及
を
提
起
し

た
。
そ
の
上
で
、「
Τ
ί
υ

ラ
イ
ϒ
を
実
ફ
し
実
測
燃
අ

を
算
出
す
る
こ
と
で
、
燃
料

࢖
用
量
を
大
幅
に
࡟
ݮ
で
き

る
Մ
ೳ
ੑ
が
高
く
、
そ
れ
が

新
た
な
ՙ
ओ
֫
得
に
つ
な
が

る
な
ど
、
ࣗ
社
の
大
き

な
ア
ϐ
ー
ル
ϙ
イ
ン
ト

に
な
る
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
同
部
東
ᑍ

ࠨ
絵
子
ࣗ
動
ं
環
境
՝

長
が
、
՟
物
༌
送
ධ
価

੍
౓
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
。「
２

０
５
０
東
京
戦
ུ
」
や

気
ީ
ม
動
対
ࡦ
な
ど
、

都
に
よ
る
ࣗ
動
ं
環
境

対
ࡦ
に
つ
い
て
紹
介
し

た
後
、
現
在
実
ࢪ
し
て

い
る「
՟
物
༌
送
ධ
価

੍
౓
」
に
つ
い
て
説
明
。
来

年
౓
の
ධ
価
੍
౓
に
お
い

て
、
さ
ら
な
る
ධ
価
取
得
を

ݺ
び
か
け
た
。

ま
た
、
東
ト
ڠ
業
຿
部
෭

ࢀ
事
の
前
川
એ
ক
ࢯ
が
、
東

ト
ڠ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
・
Τ
ί
ϓ
ϩ
ジ
ỻ

ク
ト（
̜
̚
̥
）の
活
動
成

果
を
説
明
。
活
動
開
始
か
ら

19
年
間
で
平
均
燃
අ
向
上
率

は
1�
・
２
ˋ
、
燃
料
࡟
ݮ
量

は
約
1�・
５
万
㌔
Ἄ
、̘
̤
２

࡟
ݮ
量
は
約
��
万
４
８
０

Ἁ
、
交
通
事
ނ
௿
ݮ
率
は
平

均
��
・
８
ˋ
と
な
り
、
環
境

と
安
全
の
両
面
で
成
果
を
上

げ
、
̨
̙
̜
͂
に
も
ߩ
ݙ
す

る
取
り
組
み
と
し
て
紹
介
し

た
。さ

ら
に
、
̜
̚
̥
事
຿
ہ

が
、
՟
物
༌
送
ධ
価
੍
౓
の

ධ
価
取
得
事
業
者
の
取
り
組

み
事
ྫ
を
発
表
し
た
。

海
֎
営
業
部・広
ใ
部・

ব
֎
部
୲
当
の
新
Ҫ
݈

文
ࢯ
が「
一
؏
ύ
レ
チ

θ
ー
シ
ἀ
ン
の
実
現
に

よ
る
標
準
化
と
ڞ
同

化
」、
̮
̚
デ
ジ
タ
ル

ソ
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
営
業

本
部
̙
̭
営
業
部
ϩ
ジ

ス
ς
ỹ
ク
ス
η
ー
ル
ス

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ย
Ԭ

޾
太
࿠
ࢯ
が「
サ
ス
ς

ナ
ϒ
ル
物
ྲྀ
の
実
現
に

向
け
た
૔
ݿ
内
̙
̭
」、
国

土
交
通
ল
物
ྲྀ
・
ࣗ
動
ं
ہ

物
ྲྀ
政
ࡦ
՝
の
五
十
ཛྷ
ढ़
༞

ࢯ
が「
改
ਖ਼
物
ྲྀ
効
率
化
法

の
֓
要
と
事
業
者
が
す
べ
き

対
応
」を
ߨ
ԋ
し
た
。

フ
ỹ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
の
ߟ
え
方
を
物
（ྲྀ
フ

ỹ
ジ
カ
ル
）に
ద
用
し
た
新

し
い
物
ྲྀ
の
࢓
組
み
で
、
国

ࡍ
的
に
ݚ
ڀ
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ٕ
ज़
を
活

用
し
て
物
ࢿ
や
૔
ݿ
、
ं
両

の
ۭ
き
情
ใ
な
ど
を
Մ
ࢹ
化

し
、
ن
格
化
さ
れ
た
༰
器
に

٧
め
ら
れ
た
՟
物
を
ෳ
਺
ا

業
が
シ
ỻ
ア
し
た
物
ྲྀ
ࢿ
࢈

ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク（
૔
ݿ
、
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
）で
༌
送
す
る

ڞ
同
༌
配
送
シ
ス
ς
ム
と
さ

れ
て
い
る
。

ー
ϓ
物
ྲྀ
ا
画
室
が「
フ
ỹ

ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ߏ

૝
と
政
ࡦ
動
向
」、
ྲྀ
通
経

済
大
ֶ
ྲྀ
通
情
ใ
ֶ
部
教
授

の
໼
野
༟
ࣇ
ࢯ
が「
物
ྲྀ
に

お
け
る
ا
業
連
ܞ
と
標
準
化

の
あ
り
方
」、
日
本
ύ
レ
ッ

ト
レ
ン
タ
ル
の
ࣥ
行
໾
һ
で

̭
総
合
ݚ
ڀ
所
シ

χ
ア
ί
ン
サ
ル
タ

˖݄̎෼˖

持
続
可
能
な
物
流
の
あ
り
方
を
考
え
る

燃費データ活用で荷主に訴求

８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

交付金制度の現状維持を最重点施策に
全

ト

協

第
２
１
４
回

理
事
会

フィジカルインターネット
セミナー in ＫＡＮＴＯ開催

関
運
局

関
経
局

東
京
都

貨
物
輸
送
評
価
制
度
セ
ミ
ナ
ー
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暫
定
税
率
廃

止
で
燃
料
価
格

が
下
が
っ
た
の

も
束
の
間
、
中

東
有
事
で
原
油

価
格
が
急
騰
す
る
な
ど
、

再
び
価
格
高
騰
が
懸
念
さ

れ
る
事
態
に
あ
る
◆
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
の
店
頭
価
格

は
日
を
追
う
ご
と
に
値
上

が
り
。
原
油
高
騰
が
反
映

さ
れ
て
い
け
ば
、
さ
ら
に

価
格
は
ハ
ネ
上
が
り
、
暫

定
税
率
廃
止
に
よ
る
値
下

げ
効
果
が
消
し
飛
ぶ
ど
こ

ろ
か
、
そ
れ
を
上
回
る
高

騰
が
続
く
事
態
も
懸
念
さ

れ
た
◆
こ
う
し
た
中
、
政

府
は
国
家
備
蓄
の
放
出
に

加
え
、
補
助
金
交
付
を
再

開
・
継
続
し
、
価
格
高
騰

を
抑
え
て
い
く
方
針
。
と

は
い
え
、
再
び
高
値
水
準

を
覚
悟
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
。
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
な
ど
で
転
嫁
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

も
限
界
が
あ
ろ
う
◆
中
東

有
事
の
影
響
は
原
油
に
と

ど
ま
ら
ず
、
石
油
由
来
の

化
成
品
な
ど
様
々
な
分
野

に
及
ぶ
。
物
価
高
を
再
加

速
し
か
ね
ず
、
景
気
へ
の

マ
イ
ナ
ス
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
。
仮
に
攻
撃
の
応
酬

が
沈
静
化
し
て
も
、
安
全

上
の
リ
ス
ク
は
強
く
残
る

た
め
、
影
響
は
長
引
き
そ

う
だ
◆
折
し
も
、
今
回
の

事
態
は
賃
上
げ
時
期
と
重

な
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

で
は
運
転
者
確
保
へ
処
遇

改
善
が
急
が
れ
る
が
、
経

営
環
境
の
悪
化
懸
念
が
強

ま
る
中
で
ど
う
対
応
す
る

か
、
経
営
者
に
は
頭
の
痛

い
春
と
な
り
そ
う
だ
。

霊岸島水位観測所
住所：�中央区新川2-31〜32先

（東京メトロ日比谷線八
丁堀駅下車徒歩約5分）

こ
の
地
に
あ
っ
た

「
霊
巌
寺
」
に
由
来

し
、
今
は
地
名
と
し

て
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
橋
や
交
差
点

の
名
称
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
江
戸
の
歴
史
が
感

東
京
の
街
中
に
、日
本
の「
高

さ
」の
基
準
に
な
っ
た
場
所
が

あ
り
ま
す
。
隅
田
川
沿
い
に
あ

る
区
民
史
跡
、霊
岸
島
検
潮
所・

量
水
標
跡（
中
央
区
新
川
）で
す
。

こ
こ
で
は
明
治
６（
１
８
７

３
）
年
か
ら
潮
の
満
ち
引
き
が

観
測
さ
れ
、
約
６
年
に
わ
た
る

デ
ー
タ
か
ら
平
均
潮
位
が
算
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
値
が
東
京

湾
の
平
均
海
面
の
基
準
と
な

り
、
日
本
各
地
の
標
高
を
決
め

る
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
、
地
図
や

標
識
で
目
に
す
る

「
海
抜
○
㍍
」
と

い
う
表
示
。
そ
の
〝
０
メ
ー
ト

ル
〟の
出
発
点
は
、
隅
田
川
の

ほ
と
り
で
続
け
ら
れ
た
、
地
道

な
観
測
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
旧
観
測
所
地
点
に
は
、

シ
ン
ボ
ル
的
な
観
測
柱
が
設
置

さ
れ
、
三
角
形
フ
レ
ー
ム
が
特

徴
の
新
し
い
観
測
所
で
は
、
水

位
観
測
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
霊
岸
島
」と
い
う
名
前
は
、

じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
川
沿
い

は
人
通
り
も
少

な
く
、
行
き
交

う
船
を
眺
め
な

が
ら
散
歩
す
る

の
に
も
お
勧
め

の
場
所
で
す
。

霊
岸
島
水
位
観
測
所

日
本
の「
高
さ
」
の
出
発
点

今
回
は
南
部
の
最
大
都
市
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
を
中
心
に
ベ
ト
ナ

ム
の
戦
争
史
跡
な
ど

を
巡
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は

ソ
連
・
中
国
が
支

援
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム

と
、
米
国
が
支
援
す

る
南
ベ
ト
ナ
ム
で
争

い
、
１
９
７
５
年
４

月
、
サ
イ
ゴ
ン（
現

ホ
ー
チ
ミ
ン
）が
陥

落
し
、
北
側
が
勝
利

し
て
終
結
し
ま
し
た
。

市
内
の
戦
争

証
跡
博
物
館
で
は
、
19
世

紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る

占
領
か
ら
戦
争
終
結
、
そ

し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の

歴
史
を
、
写
真
や
動
画
、

兵
器
な
ど
を
展
示
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
カ
メ

ラ
マ
ン
の
沢
田
教
一
や
石
川
文

対
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
中
に
ト
ン
ネ
ル
網
を
掘

り
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
網
の
総
延

長
は
、
２
５
０
㌔
㍍
に
も
及
ぶ

と
い
い
ま
す
。

た
だ
、
ト
ン
ネ
ル
は
幅
60
㌢

㍍
、
高
さ
１
㍍
ほ
ど
で
、
中
腰

で
や
っ
と
進
め
る
狭
さ
。
内
部

は
真
っ
暗
で
、
手
探

り
で
進
む
と
サ
ソ
リ

が
こ
ち
ら
を
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

敷
地
内
の
射
撃
場

で
は
、
Ａ
Ｋ
47
ラ
イ

フ
ル
の
射
撃
体
験
が

で
き
、
１
０
０
㍍
ほ

ど
離
れ
た
土
手
に
砂

煙
が
上
が
る
様
子
を

見
る
と
、
そ
の
威
力

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感

し
ま
す
。
こ
れ
が
当

た
っ
た
ら
、
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
で
し
ょ
う
。

世
界
情
勢
が
不
安
定
な
中
、

泥
沼
化
す
る
戦
争
の
実
態
を
思

い
起
こ
す
と
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
改
め
て
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

洋
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
お

り
、
逃
げ
惑
う
市
民
や
兵
士
の

遺
体
、
枯
れ
葉
剤
の
影
響
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
な
ど
、

戦
争
の
凄
惨
さ
が
改
め
て
伝
わ

り
ま
す
。
戦
争
写
真
の
持
つ
衝

撃
は
、
今
後
も
人
類
の
記
憶
と

し
て
残
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

驚
い
た
の
は
、
直
行
便
で
14

時
間
を
要
す
る
距
離
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人

観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
戦
争
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。

翌
日
、
近
郊
の「
ク
チ
ト
ン

ネ
ル
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
圧
倒

的
な
軍
事
力
を
誇
る
米
国
に

ライターライターライター
八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋
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MO 第59回

ベトナ
ム戦争の史跡

トンネルの闇を進む

（
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
）が
、
若
だ
ん
な
の
前
に

姿
を
現
す
場
面
も
描
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
向
か
っ
た
の
は
、
小
石
川

の
牛
天
神
境
内
に
あ
る
太
田
神
社
。

貧
乏
神
が
福
を
授
け
た
と
い
う
伝
承

を
持
つ
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

東
京
の
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
妖

怪
や
神
の
物
語
が
今
も
あ
ち
こ
ち
に

残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
春
の

散
歩
は
、
そ
ん
な
江
戸
の
気
配
を
探

す
ひ
と
と
き
で
も
あ
っ
た
。

桜
だ
よ
り
が
届
き
、
春
本

番
。
う
ら
ら
か
な
日
差
し
に

誘
わ
れ
、
妖
怪
た
ち
と
ゆ
か

り
の
場
所
を
訪
ね
る
江
戸
探

し
の
散
歩
に
出
か
け
た
。
手

引
き
に
し
た
の
は
、
畠
中
恵

著
の
『
し
ゃ
ば
け
』
シ
リ
ー

ズ
。
昨
年
に
は
累
計
１
０
０

０
万
部
を
超
え
た
人
気
小
説

で
、
人
な
つ
っ
こ
い
妖
怪
た

ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
解
決

に
関
わ
っ
て
い
く
物
語
だ
。

妖
怪
た
ち
は
、
江
戸
一
番

の
高
級
店
が
軒
を
連
ね
、
屈

指
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
通

町
に
あ
る
、
廻
船
問
屋
兼
薬

を
経
る
と
化
け
て
神
と
な
り
、

人
を
た
ぶ
ら
か
す
」
と
さ
れ
る

妖
怪
で
、
１
０
０
年
を
経
た
器

物
が
妖
怪
に
な
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
人
々
は
そ
の
災

い
を
避
け
よ
う
と
、
立
春
の
頃

に
古
い
道
具
を
払
い
出
し
て
、

道
端
に
捨
て
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

室
町
時
代
の
絵
巻
物
『
付
喪

神
記
』
に
は
、
捨
て
ら
れ
た
古

道
具
が
「
長
年
奉
公
し
忠
節
を

尽
く
し
て
き
た
の
に
、
褒
美
が

な
い
ば
か
り
か
捨
て
ら
れ
る
」

と
恨
み
、
妖
怪
と
な
っ
て
人
に

仇あ
だ

を
返
そ
う
と
す
る
物
語
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
器
物

の
妖
怪
は
、『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』

な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、『
し
ゃ
ば
け
』
シ
リ
ー

ズ
の
付
喪
神
た
ち
だ
が
、
こ
う

し
た
彼
ら
の
活
躍
ぶ
り
を
、
よ

り
詳
し
く
知
り
た
い
方
に
は
、

組
で
二
両
二
分
と
高
価
だ
。

広
徳
寺
は
下
谷
に
広
大
な

寺
域
を
持
ち
、「
び
っ
く
り

下
谷
の
広
徳
寺
」
と
狂
歌
で

詠
ま
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
江

戸
切
絵
図
の
『
東
都
下
谷
絵

図
』
を
見
る
と
、
近
く
の
大
名
屋
敷

と
比
べ
て
も
引
け
を
取
ら
な
い
広
さ

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
を
代

表
す
る
落
語
家
の
六
代
目
三
遊
亭
圓

生
も
「
境
内
が
広
く
て
見
世
物
が
出

る
な
ど
、
一
つ
の
盛
り
場
の
よ
う
だ

っ
た
」
と
、
関
東
大
震
災
前
の
様
子

を
記
し
て
い
る
。

同
寺
は
、
震
災
後
の
区
画
整
理
で

練
馬
区
桜
台
に
移
転
し
た
。
地
図
で

隣
接
す
る
練
馬
総
合
運
動
場
公
園
と

見
比
べ
て
も
、
寺
域
の
広
さ
は
や
は

り
大
き
い
。
豊
島
園
駅
か
ら
向
か
っ

て
み
た
が
、
修
行
道
場
の
静
寂
を
守

る
た
め
、
境
内
は
「
拝
観
謝
絶
」。
中

に
は
入
れ
な
い
が
、
周
囲
を
歩
き
な

が
ら
そ
の
広
さ
を
実
感
し
た
。
駅
前

に
は
「
蕎
麦
喰
地
蔵
」
で
知
ら
れ
る

寺
な
ど
、
大
震
災
で
移
転
し
た
十
一

ケ
寺
が
並
ぶ
寺
町
が
あ
る
。震
災
後
、

都
内
各
地
に
こ
う
し
た
寺
町
が
生
ま

れ
、
か
つ
て
江
戸
の
町
に
多
く
の
寺

院
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
。『し

ゃ
ば
け
』
シ
リ
ー
ズ
第
一
作

で
事
件
が
起
き
る
の
は
、
湯
島
聖
堂

周
辺
。
聖
堂
を
出
る
と
、
す
ぐ
に
神

田
明
神
が
あ
る
。
江
戸
総
鎮
守
と
し

て
知
ら
れ
、
御
祭
神
の
だ
い
こ
く
様

関
連
作
品
と
も
い
え
る
『
つ
く
も
が

み
貸
し
ま
す
』
な
ど
の
作
品
が
あ
る

の
で
、
手
に
取
っ
て
み
る
の
も
一
興

だ
。ま

ず
は
、
妖
怪
に
と
っ
て
本
来
は

天
敵
と
も
い
え
る
寺
へ
。
当
時
下
谷

に
あ
っ
た
、臨
済
宗
大
徳
寺
派
の「
広

徳
寺
」
で
あ
る
。
妖
封
じ
で
高
名
な

僧
・
寛
朝
が
お
り
、
若
だ
ん
な
た
ち

の
駆
け
込
み
寺
に
も
な
っ
て
い
た
。

「
妖
封
じ
の
札
」
の
謝
礼
は
、
五
枚
一

種
問
屋「
長
崎
屋
」
の
一
人
息
子
、若

だ
ん
な
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
生

活
拠
点
の
離
れ
に
は
、
器
物
の
妖
怪

「
付つ

く

喪も

神が
み

」
た
ち
が
、
に
ぎ
や
か
に
集

ま
っ
て
い
る
。
器
物
が
妖
怪
の
本
体

の
た
め
、
傘
や
提
灯
、
鍋
、
箒ほ

う
き
、
化
粧

道
具
、屏
風
、楽
器
な
ど
、家
具
や
台

所
用
品
、
日
用
品
か
ら
法
具
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
付
喪
神（
器
物
神
）が

登
場
す
る
。

付
喪
神
は
、「
器
物
が
１
０
０
年

付
喪
神
は
、「
器
物
が
１
０
０
年

百鬼夜行絵巻／鰐口の妖怪（右下）、琴の妖怪
（左下）、浅靴の妖怪（琴の妖怪の上）など

百鬼夜行絵巻2／錫
しゃくじょう
杖を担いだ笙

しょう
の妖怪（右）、

黒布の妖怪を追う扇の妖怪（中央）

広徳寺遺跡

太田神社
神田明神だいこく様

春本番、人気小説片手に

妖
怪
た
ち
に
誘
わ
れ
て
江
戸
巡
り

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
人
々
の
力
で


